
第

四
五
回
江
戸
栄
京
ブ
ォ

i
ラ
ム

（
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

「
遺
跡
か
ら
江
戸
の
生
活
文
化
を
探
る
1

江
戸
考
古
学
最
新
情
報
i
」

コ
レ
五
市
小

町一mmaゐ＃虫

日

時

二
0
0
0年
二
一
月
二
日
（
土
）

一
七
・
・
三
0
1二
0
・・三
O

h
f
A
 

場

江
戸
策
京
博
物
館
会
議
室

企
画
趣
旨
・
紹
介

会
蕊
趣
旨
説
明
「
い
ま
、
な
ぜ
江
戸
考
古
学
か

地
域
の
キ
ュ
レ
ー
タ
i
を
集
め
て

i
」

波
多
野

純

主
題
解
説

「
江
戸
考
古
学
の
多
様
な
成
果
と
展
禦
」

中本

克

四

議
渓
（
こ

「
江
戸
の
開
発
と
環
境
」

後
藤

wゐm

Z広
樹

m ふ

ノ、

講
演
（
二
）

「
江
戸
の
務
縁
」

槻
木

童書
六

． 

寸
d

ム
由
開

＝ω一
ロ
一
宮
毘

（
司
会
）

林

世光

九

江
戸
東
京
フ
ォ
！
ラ
ム
話
題
一
覧

四

主
催
財
語
法
人

住
宅
総
合
研
究
財
団



企
画
趣
旨

明
治
時
代
以
来
、
考
占
学
の
発
掘
調
交
は
原
始

古
代
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
近
世
が
対
象
と
な
る

こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
近
批
考
古
学
が
浅
間
凶
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
こ
二

O
年
の
こ
と
で

あ
る
。
特
に
江
戸
に
は
、
常
時
の
町
周
や
武
家
屋

敷
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
江
戸
時
吋
代

の
伎
笠
間
、
さ
ら
に
生
活
文
佑
を
知
る
に
は
考
お

晶
子
の
成
果
に
駁
ら
ざ
る
を
待
な
い
。

各
区
や
東
京
総
に
よ
る
江
戸
の
発
掘
成
樹
木
は
、

建
物
送
機
（
礎
石
・
火
線
）
の
み
な
ら
ず
、

k
－下

水
施
設
や
護
岸
な
ど
を
含
め
た
生
活
・
都
市
内
工
慌

の
解
明
、
陶
磁
器
・
士
認
の
分
析
に
よ
る
生
活
文

化
の
解
明
な
ど
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
優
れ
た
遺
構
で
あ
っ
て
も
、
発
協
調

査
終
了
後
に
は
彼
竣
さ
れ
、
新
た
な
建
物
が
建
設

さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
間
関
民
的
河
川
的
問
組
に
で
も

な
ら
な
い
限
り
、
保
冷
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま

た
、
考
古
学
以
外
の
研
究
者
が
考
十
日
学
の
成
果
を

媛
尽
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
情
報
に
衿
経
を
と
が
ら

せ
遺
跡
見
学
会
に
足
を
運
ぶ
か
、
相
桐
告
審
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
最
前
線
で
発
掘
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
域
の
専
門
家
に
、
近
年
の
発
編
成

果
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
広
い
分
野
の

研
究
者
が
そ
の
成
栄
を
活
か
せ
る
よ
う
、
学
際
的

に
討
論
し
た
い
。

ま
た
、
参
加
者
に
と
っ
て
、
考
古
学
が
身
近
な

も
の
に
な
る
き
っ
か
け
に
も
し
た
い
。

紹
介

圃
波
多
野
純
（
は
た
の
じ
ゅ
ん
）

日
本
工
業
大
学
工
学
部
建
築
学
科

経
歴
・
神
奈
川
県
（
一
九
四
六
年
）
生
ま
れ
／
東
京
工

業
大
学
環
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
／
工
学
簿
ヒ

箸
察
「
江
戸
城

H
K城
郭
・
待
問
既
敷
十
間
関
集
成
〉
／

「
復
原
・
江
一
戸
の
的
」
／
「
都
市
と
共
同
体
」
下
（
共
箸
）

／／「寸
V
O

出口品仏
F

－ω
仲苫
O
ロ
mwω
汁ゆ門戸。
ω
。片目。噌
mw
－」

（
共
著
）
／
「
江
戸
名
所
関
出
仲
間
出
の
伎
界
」
（
共
著
）
な
ど

受
賞
・
日
本
建
築
学
会
資
｛
業
綴
）
／
建
築
史
学
会
資

江
戸
の
武
～
家
庭
教
の
都
市
史
的
研
究
、
絵
師
四
史
料
に

よ
る
江
戸
の
都
市
景
観
の
復
原
的
研
究
、
ネ
パ
！
ル

に
お
け
る
仏
教
傍
院
の
研
究
と
保
存
に
た
ず
さ
わ
る

蛋
小
林
克
（
こ
ば
や
し

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
舘

経
歴
：
新
潟
県
南
魚
沼
郡
塩
沢
町
（
－
九
五
九
年
）
生

ま
れ
／
日
本
大
学
史
学
科
卒
業
／
日
本
大
学
大
学
際

史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

著
書
「
獲
る
江
戸
」
／
「
統
美
術
館
・
博
物
館
は

『
い
ま
』
」
〈
日
外
教
建
選
弁
V

（
共
詩
）
／
「
掘
り
出
さ

れ
た
都
市

l
江
戸
・
長
崎
・
ア
ム
ス
テ
ル
タ
ム
・
ロ
ン

ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
全
題
展
い
／
「
あ
か
り
の
今
昔

光
と
人
の
江
戸
東
京
史
」
／
「
読
書
案
内
火
江
一
円

を
知
る
木
比
較
修
）
／
「
江
戸
文
佑
の
考
士
口
学
」
（
共

著
）
／
「
真
砂
遺
跡
」
（
発
掘
調
制
査
報
告
書
）
／
「
今
…
戸

焼
い
（
議
査
報
告
）

か
つ
）

近
世
考
古
学
か
ら
出
発
し
、
江
一
戸
・
東
京
の
物
質
文

化
、
生
活
文
犯
の
実
態
に
つ
い
て
研
究
中

2 

圃
後
藤
宏
総
（
ご
と
う
ひ
ろ
き
）

千
代
田
区
立
四
番
町
臨
時
史
民
俗
資
料
館

経臨時
e

熊
本
県
熊
本
市
三
九
六
…
年
）
生
ま
れ
／
東

洋
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
／
問
問
問
宇
院
大
卒
大
学
院

文
学
研
究
科
考
吉
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
／
千
代
田

阪
教
育
委
員
会

官
者
盟
百
・
「
江
一
戸
遺
跡
出
土
食
器
の
変
伯
と
特
質
」
／

『
珂
事
院
雑
誌
』
〈
三
・
浅
田
0

・H
N
／
「
氏
自
門
学
と
考

古
学
い
『
民
兵
マ
ン
ス
リ

l
b
ぎ
ケ
ロ

Z
0
・u
／

「
博
物
抽
出
に
お
け
る
文
化
財
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
」
／
『
縄
問
学
院
大
格
博
物
熊
学
紀
要
』
／
『
発
協

が
語
る
千
代
出
の
怒
史
』
（
千
代
田
区
教
育
委
徒
会

発
行
）
（
共
著
）
／
「
大
江
一
戸
地
下
探
検
遺
跡
に
み
る

江
戸
」
『
隠
説
大
江
戸
ウ
ォ
！
ク
・
マ
ガ
ジ
ン
則
的
mm

歴
史
続
本
』

江
戸
遺
跡
か
ら
都
市
江
戸
の
隠
発
を
探
る

翻
捌
閉
木
真
（
と
ち
ぎ

新
宿
歴
史
博
物
館

経
歴
静
潟
県
浜
松
市
（
九
六
三
年
）
生
ま
れ
／
立

正
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
／
財
防
法
人
新
権
問
也

生
液
学
穏
慰
問
新
宿
燦
史
博
物
館
学
芸
員

論
文

λ
発
掘
議
査
を
返
し
て
み
た
文
献
史
料
j
寛

永
ふ
二
一
年
外
堀
普
諮
と
田
川
辺
地
域
へ
の
変
化
」
司
地

方
史
研
究
』
出
0

・
N
g／
「
寺
院
と
墓
地
江
戸
の
中

小
寺
院
」
『
季
初
考
古
学
』
目
。
・

2

ま
こ
と
）



企
画
趣
旨
説
明

い
ま
、
な
ぜ
江
戸
考
古
学
か

地
域
の
キ
ュ

i
レ
i
タ
ー
を
集
め
て

波
多
野

波
多
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
汀
は
、
「
ぶ
一
戸
東

京
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
百
い
ま
す
。
行
一
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員

会
で
は
、
今
年
度
の
会
一
測
の
中
で
、
是
非
近
世
考

古
学
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
考

古
学
の
世
界
で
は
、
涼
始
・
古
代
な
ど
古
い
時
代

を
扱
う
の
が
学
問
の
王
道
だ
と
い
う
時
代
が
長
く

続
い
て
お
り
ま
し
た
。
「
江
一
戸
を
掘
る
」
と
い
う

こ
と
自
体
が
、
決
し
て
学
的
の
本
滋
で
は
な
い
、

と
い
う
の
が
二

O
年
初
ま
で
の
状
況
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
が
今
で
は
「
江
戸
を
抑
制
る
」
こ
と

が
、
量
一
研
究
な
学
問
分
野
と
し
て
認
め
ら
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

私
自
身
は
建
築
の
絞
史
を
勉
強
し
て
い
ま
す
が
、

江
戸
持
代
の
建
物
、
特
に
町
叫
日
間
は
、
東
淡
一
一
三
区

内
で
は
一
桁
と
い
う
叩
何
度
に
、
す
で
に
減
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
｝
札
一
戸
時
代
の
建
物
は
こ
れ
か
ら
も

少
し
ず
つ
見
つ
か
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
見 車車

っ
か
る
速
度
と
壊
さ
れ
て
い
く
途
度
の
競
争
の
よ

う
な
厳
し
い
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

発
掘
調
資
で
見
つ
か
る
も
の
は
、
本
物
の
建
物
の

一
部
で
す
か
ら
、
江
戸
の
建
物
を
調
べ
る
上
で
も

考
市
学
の
成
果
は
品
疑
問
先
な
滋
味
を
持
ち
ま
す
。

一
江
戸
東
ぷ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
学
際
的
に
い

ろ
い
ろ
な
分
野
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
、

勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
考
土
悶
学
の
専
門
の
人
た
ち

も
い
ろ
い
ろ
な
情
綴
が
ほ
し
い
、
そ
の
他
の
分
野

の
人
々
も
考
内
学
の
憐
報
が
ほ
し
い
。
考
古
学
を

素
材
に
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
β
ヤ
に
協
力
を
い

た
だ
い
て
、
江
戸
の
姿
を
紘
一
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
、
十
4
5
の
企
画
を
立
て
ま
し
た
。

最
近
、
羽
山
円
い
綬
時
酬
を
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、

「
金
沢
の
減
と
城
下
町
」
の
共
同
同
研
究
に
参
加
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ご
く
巌
近
、
金
沢
城
の
一
部

で
、
慶
長
期
の
石
川
町
築
造
過
阪
で
用
い
ら
れ
た
、

俵
に
土
を
詰
め
た
土
嚢
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
ま

さ
に
山
0
0年
前
の
古
い
俵
が
縄
問
同
ま
で
き
れ
い

に
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
私
に
は
、
発
掘
識
査
に
お

い
て
、
土
の
合
を
日
品
分
け
る
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

俵
の
中
の
土
の
色
と
外
の
土
の
色
は
は
っ
き
り
遠

い
ま
し
た
。

そ
の
諒
聞
を
発
椀
担
当
者
た
ち
と
し
て
い
た
ら
、

「
波
多
野
さ
ん
が
煎
に
書
い
た
も
の
を
参
考
に
し

た
よ
」
と
よ
一
一
間
っ
て
く
れ
て
、
も
の
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
の
で
す
。
何
を
奮
い
た
か
と
取
し
ま
す
と
、

港
区
郷
土
資
料
館
が
寄
託
を
受
け
た
絵
巻
に
つ
い

て
塞
い
た
の
で
す
。
お
台
場
を
築
造
し
て
い
く
ブ

ロ
セ
ス
が
、
鱗
喬
に
揃
い
て
あ
り
ま
す
。
東
京
・

品
川
の
お
漁
場
だ
ろ
う
と
、
期
待
し
た
わ
け
で
す

が
、
「
薩
燦
の
お
合
場
だ
ろ
う
－
」
と
い
う
結
論
に

な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
海
の
中
に
桟
矯
を
築
い
て
、
矢
板
を
立

て
、
そ
の
取
に
土
を
入
れ
、
水
を
汲
み
出
し
、
や

が
て
で
き
た
地
留
の
所
で
石
垣
を
築
い
て
い
く
。

土
畿
を
積
む
様
子
も
一
市
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
品
〕
の

遣
う
制
帽
子
で
組
分
け
さ
れ
た
人
夫
が
帳
場
分
け
し

て
働
く
様
子
も
分
か
り
ま
す
。

東
京
の
港
区
教
育
委
ω

照
会
が
出
し
た
報
告
祭

〈
司
山
口
場
内
海
御
台
場
の
構
造
と
築
造
』
一
一

0

0
0
）
を
、
金
沢
の
方
た
ち
が
使
っ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
が
、
大
変
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
考
古
学
の
人
た
ち
は
、
様
々
な

情
報
を
ほ
し
が
っ
て
ら
れ
ま
す
。
今
日
お
い
で
い

た
だ
い
た
方
た
ち
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
、
郡

白
い
情
報
が
交
換
で
き
れ
ば
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

趣
旨
は
ほ
と
ん
ど
果
た
せ
た
と
思
い
ま
す
。

考
土
問
晶
子
で
は
、
土
層
の
色
彩
）
見
分
け
て
、
「
こ

ニ
か
ら
が
盛
り
土
」
な
ど
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
上
で
も
、
門
外
漢
の
私

が
見
た
の
で
は
、
ど
こ
が
違
う
の
か
よ
く
分
か
ら

な
い
。
「
土
層
の
見
分
け
が
つ
く
と
、
発
掘
絞
れ

者
と
し
て
ひ
と
ま
ず
一
人
前
に
な
る
。
す
る
と
、

世
の
中
が
見
え
な
く
な
る
」
と
い
う
の
は
、
考
古

学
に
対
す
る
誉
め
一
言
葉
で
す
。

考
台
学
の
成
果
を
私
た
ち
共
有
の
も
の
に
し
た

い
、
ぞ
れ
が
今
日
の
趣
旨
で
す
。

3 



主
題
解
説

江
戸
考
古
学
の
多
様
な
成
果
と
展
望

小
林

聞
江
戸
考
古
学
の
歩
み

私
は
、
江
一
戸
東
京
博
物
館
で
学
け
店
員
を
し
て
お

り
ま
す
小
林
と
申
し
ま
す
。
学
生
時
代
か
ら
、
文

京
区
や
千
代
出
区
の
竹
繍
遺
跡
（
近
代
美
術
館
が

あ
る
所
）
で
、
発
捌
聞
に
務
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

考
治
学
の
中
で
、
近
世
と
い
う
と
、
い
ま
か
ら

二
O
年
担
任
前
ま
で
は
、
た
い
そ
う
新
し
い
と
い
う

意
識
が
あ
り
ま
し
て
、
近
世
考
古
学
、
江
戸
の
考

古
学
は
、
考
土
口
学
の
中
で
も
以
前
は
特
殊
で
し
た
。

ま
ず
、
簡
単
に
江
戸
の
発
掘
の
歴
史
を
お
話
し

し
ま
す
。
二

O
数
年
前
に
都
立

4

橋
高
校
の
発
掘

調
査
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
て
、
東
京

都
の
土
口
泉
弘
さ
ん
が
可
江
一
戸
を
掘
る
』
と
い
う
本

を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
大
学
一
三
四

年
生
だ
っ
た
の
で
す
が
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

と
申
し
ま
す
の
は
、
出
土
遺
物
は
見
た
こ
と
も

な
い
よ
う
な
も
の
、
ま
た
、
阿
国
呉
研
究
の
観
点
か

ら
し
て
も
、
全
く
分
か
ら
な
い
よ
う
な
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
本
が
、
民
呉
研
究
や
歴
史
学
の 克

江
一
戸
税
究
な
ど
に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
か

っ
た
と
息
い
ま
す
。

そ
の
後
、
一
九
八
0
年
代
の
中
媛
、
ち
ょ
う
ど

バ
ブ
ル
気
気
と
重
な
っ
て
、
都
内
の
再
開
発
が
盛

ん
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
東
京
都
心
部
の

発
扱
も
数
多
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

二
二
年
前
か
ら
は
、
江
戸
に
と
っ
て
非
常
に
火

事
な
中
央
区
で
も
、
発
飽
調
査
が
盛
ん
に
行
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
外
国
人
馬
留
地

が
あ
っ
た
「
開
明
石
町
遺
跡
」
で
す
。

千
代
田
町
山
で
は
江
一
戸
の
町
屋
が
発
掘
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
央
区
で
は
日
本
橋
の
東
急

の
あ
っ
た
辺
り
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

考
古
学
と
い
う
の
は
、
暴
本
的
に
発
掘
調
査
を

し
て
報
告
書
を
作
り
ま
す
。
報
公
設
が
で
き
る
と
、

そ
の
内
容
は
、
調
盗
を
担
当
し
た
調
査
団
や
学
長

員
の
蒸
本
的
な
判
断
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
非
常
に
火
事
な
こ
と
な
の
で
す
。
注
同
対
さ

れ
る
遺
跡
と
か
留
白
い
も
の
が
出
る
と
、
新
聞
開
発

表
そ
し
ま
す
。
す
る
と
、
そ
の
遺
跡
の
時
代
に
つ

い
て
い
ち
ば
ん
権
威
の
あ
る
研
究
者
が
、
ご
」
れ

は
こ
う
だ
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
山
山
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
そ
れ
が
い
ろ
い
ろ
な
本
に
載
っ
て
し
ま
う
。

発
掘
担
当
夜
が
き
ち
ん
と
そ
れ
を
解
釈
す
る
以
前

に
、
有
名
な
先
生
が
発
表
し
て
、
ぞ
れ
が
成
成
事

実
と
し
て
歩
き
出
す
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
忌
い
ま
す
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
江
戸
の
発
掘
が
疋
年
盛
ん

に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
実
が
分
か
っ
て
き
ま

ペ悼

し
た
。
ま
た
、
江
戸
の
発
問
問
は
、
中
世
や
開
明
治
時

代
も
そ
の
対
象
で
す
。
文
佑
庁
の
遥
遠
で
は
、
近

代
は
対
象
外
で
す
の
で
、
学
問
的
に
は
大
変
な
部

分
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
発
掘
を
し
て
い
る
学

芸
員
は
、
中
批
か
ら
の
繁
が
り
を
考
え
て
発
協
を

し
て
い
る
と
私
は
見
て
い
ま
す
。
発
熔
調
査
と
い

う
の
は
、
近
世
が
主
体
の
遺
跡
で
も
近
世
だ
け
で

は
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
発
掘
調
間
後
の
特
質
と
し

て
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

－
学
際
的
研
究
の
方
法

諸
分
野
と
の
提
携
も
火
切
で
、
特
に
文
献
史
学

や
建
築
史
は
、
遺
跡
を
捉
え
る
と
き
に
重
要
に
な

り
ま
す
。
第
一
段
階
の
発
掘
調
附
査
時
に
晴
弘
前
討
に
な

る
の
で
す
。
発
掘
調
醐
査
が
決
ま
り
、
発
掘
を
し
ま

す
が
、
そ
の
遺
跡
は
ど
う
い
っ
た
所
な
の
か
。
例

え
ば
、
出
土
し
た
遺
物
は
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の

か
、
と
い
う
第
一
段
階
で
の
情
報
を
収
集
す
る
中

で
、
文
献
史
学
や
建
築
史
の
内
容
が
非
常
に
参
考

に
な
り
ま
す
。

新
宿
区
で
は
、
調
査
の
段
階
か
ら
文
献
史
学
や

建
築
史
の
研
究
者
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

礎
石
が
出
た
と
か
、
石
お
一
が
検
出
さ
れ
た
と
い
う

時
点
か
ら
、
一
緒
に
調
間
後
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
い
ち
ば
ん
よ
い
形
で
す
。

科
学
的
な
分
析
を
す
る
の
も
、
第
一
段
階
、
つ

ま
り
、
発
掘
現
場
で
の
共
同
謂
査
が
必
要
に
な
る

で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
実
際
に
行
わ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
ま
す
と
、
第
一
段
階
か



ら
仮
説
が
出
て
、
そ
の
仮
説
に
つ
い
て
、
考
古
学
、

建
築
史
、
い
ろ
い
ろ
な
関
連
ぷ
分
野
の
人
た
ち
で

議
論
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
論
を
し
た
上

で
、
こ
の
遺
跡
の
解
釈
は
こ
う
だ
、
こ
の
遺
構
の

解
釈
は
こ
う
だ
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
附
例
え
ば
、

「
汐
磁
遺
跡
」
は
東
京
都
の
畑
山
政
文
化
財
セ
ン
タ

ー
が
隠
っ
て
い
ま
す
が
、
明
治
に
な
っ
て
も
、
一

部
分
は
江
戸
時
代
と
凶
じ
本
樋
の
よ
水
道
が
出
て

き
ま
す
。
そ
こ
に
欽
パ
イ
ブ
を
繁
い
だ
上
水
道
が

山
山
で
く
る
の
で
す
。

）
札
一
畑
地
発
燃
し
ま
す
と
、
大
体
ど
こ
の
遺
跡
で

も
地
下
議
と
い
う
遺
構
が
山
て
き
ま
ず
。
地
下
茶

に
つ
い
て
は
文
献
史
学
的
な
研
究
事
例
は
皆
無
で

し
た
。
そ
れ
で
、
私
は
以
前
、
少
し
調
べ
て
、
論

文
を
議
き
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
文
献
史
学
の
小

沢
詠
美
子
さ
ん
が
詳
し
く
調
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ぞ

う
し
ま
す
と
、
文
献
も
事
く
山
山
て
く
る
の
で
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
発
掘
時
の
は
（
苅
澗
閥
次
で
、

権
威
の
あ
る
先
生
が
「
こ
れ
は
こ
う
だ
」
と
い
う

判
断
を
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
関
連
す
る
文

献
は
ど
う
な
の
か
、
関
速
す
る
絵
問
一
聞
は
あ
る
の

か
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
《
同
調
炎
が
必

要
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

江
戸
全
体
を
一
つ
の
都
市
遺
跡
と
考
え
、
い
ろ

い
ろ
な
発
掘
調
資
は
地
点
な
の
だ
と
い
う
認
識
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
基
本
的
に
私
も
正
し
い
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
赤
穂
城
や
小
田
原
城
下
と

同
じ
よ
う
な
形
で
江
戸
城
、
、
江
戸
城
下
を
捉
え
る

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
す
。
し
か
し
、
発
抱
調
査
が

進
ん
で
く
る
と
、
江
戸
と
い
う
の
は
巨
大
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
で
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

思
い
も
持
っ
て
い
ま
す
。

幽
地
域
か
ら
江
戸
東
京
へ
、

そ
し
て
中
世
、
近
代
へ

千
代
限
ほ
と
か
新
寝
区
の
発
掘
で
は
、
地
域
の

特
授
が
強
く
H
見
え
て
き
ま
す
。
ふ
亦
穏
域
や
小
間
際

城
ド
な
ど
を
掘
っ
て
い
ま
す
と
、
狭
い
ぽ
域
の
中

で
、
寺
社
地
域
と
か
、
職
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い

る
地
域
な
ど
が
分
か
り
ま
す
が
、
江
戸
の
場
合
は
、

も
う
少
し
尽
大
な
…
つ
の
地
域
の
中
で
、
地
域
は
、

ど
の
よ
う
な
性
格
な
の
か
を
き
ち
ん
と
挺
え
て
い

く
視
点
が
火
事
な
の
だ
ろ
う
と
恕
わ
れ
ま
す
。

の
ち
ほ
ど
、
新
宿
は
ほ
の
柵
仰
木
さ
ん
か
ら
、
そ
う

い
う
視
点
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
発
掘

調
僚
と
「
問
符
塚
町
文
書
」
を
照
ら
し
合
わ
せ
る

と
、
ど
う
い
う
こ
と
が
分
か
る
の
か
を
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

一
つ
の
遺
跡
を
発
掘
し
て
解
釈
す
る
。
遺
跡
を

解
釈
し
た
あ
と
に
、
遺
跡
の
歴
史
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
ま
す
。
い
く
つ
か
の
遺
跡
か
ら
、
一
つ
の

地
域
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
歴
史
を
考
え
て
い
く
、

そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

江
戸
の
考
古
学
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
成
策
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
埋
立
て
の
方
法

は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
と
か
、
土
手
を
つ

く
っ
た
り
、
台
地
の
高
い
一
昨
か
ら
低
い
所
へ
土
を

回
し
た
り
と
い
っ
た
大
規
綾
な
土
地
の
改
変
、
ま

た
そ
れ
に
伴
う
土
木
技
術
な
ど
も
開
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
地
震
と
か
、
地
震
に
伴
う
液
状

化
の
跡
な
ど
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
科
学
的
な

学
問
川
分
野
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
明
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

考
古
学
と
い
う
の
は
時
代
を
超
え
ら
れ
る
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
近
世
と
近
代
の
歴
史
学
お
た

ち
は
、
交
流
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
す
。
ぞ
れ
こ

そ
「
江
戸
東
京
」
ど
い
う
発
想
が
あ
る
方
は
少
な

い
よ
う
で
す
。
考
古
学
で
地
域
を
考
え
、
江
戸
東

京
を
考
え
て
い
き
ま
す
と
、
中
世
か
ら
近
段
、
そ

し
て
近
代
を
き
ち
ん
と
捉
え
て
い
け
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

波
多
野
先
生
が
さ
き
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
実
は
非
常
な
苦
労
が
い
り
ま

す
。
出
土
遺
物
に
は
な
り
得
ま
す
が
、
本
物
の
隆

史
的
な
資
料
に
す
る
た
め
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
し
た

発
娼
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
費
用
、
期
間
と
い
っ

た
問
題
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
問
題
を
、
何
と

か
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、
よ
り
ベ
タ
！
な
発
掘
を
し

て
、
そ
の
中
か
ら
、
ど
う
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て

く
る
の
か
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
そ
ん
な
こ

と
を
話
し
合
い
た
い
と
患
い
ま
す
。

な
お
、
地
下
鉄
の
市
ヶ
谷
駅
の
機
内
に
、
発
御

さ
れ
た
送
機
が
展
示
、
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

世
都
市
、
以
一
戸
と
い
う
の
は
、
我
々
の
住
む
東
京

と
接
続
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
出
て

く
る
遺
構
、
遺
跡
も
現
代
の
町
づ
く
り
の
中
に
活

か
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

5 



講
演
（
一
）

江
戸
の
間
開
発
と
環
境

後
勝

宏
4滋

置
「
江
戸
」
発
明
問
調
査
の
意
義

千
代
田
氏
一
の
教
育
委
ω
照
会
か
ら
ま
い
り
ま
し
た

後
藤
と
申
し
ま
す
。
い
ま
波
多
野
先
生
、
小
林
さ

ん
か
ら
、
江
戸
の
考
出
学
が
脚
光
を
泌
び
て
い
る

と
の
お
お
が
ご
ぎ
い
ま
し
た
が
、
近
位
の
考
古
学

と
い
う
か
、
発
刷
出
は
、
行
政
的
に
は
ま
だ
ま
だ
認

め
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
近
世
の
発
掘
が
必
姿
か
を
は
絞
初
に
お
話
し

し
ま
す
。
大
回
出
口
白
敷
を
広
げ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、

I
T革
命
な
ど
で
情
報
、
物
、
人
の
あ

り
方
が
変
わ
っ
て
き
て
、
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
都

市
の
あ
り
β
も
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
一
一
一
批
紀
に
は
世
界
人
口
が
ふ
ハ

O
億
人
を
超

え
、
そ
の
半
数
が
都
市
に
住
む
と
い
う
時
代
に
な

り
ま
す
。
世
界
的
に
都
市
の
丞
婆
疫
が
増
し
て
き

で
ま
す
。
最
近
、
東
京
都
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
検
討

が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
考
え
ま
す
と
、
江
戸
東
京
と
い
う
都
市
が
烈
0

0
年
持
続
し
て
い
る
こ
と
を
、
私
た
ち
の
や
っ
て

い
る
発
掘
調
査
か
ら
も
、
き
ち
ん
と
把
握
し
て
伝

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
ま
ず
一

つ
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
、
考
古
学
を
や
っ
て
い
る
者
と
し
て

は
、
都
市
の
透
跡
が
考
出
品
子
を
筆
引
し
て
き
た
と

い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。
縄
文
都
市
と
呼
ば
れ
る

三
内
丸
山
を
都
市
と
い
う
か
は
加
と
し
ま
し
て
、

人
が
多
く
住
む
と
い
う
意
味
で
は
、
一
二
内
丸
山
、

吉
野
ケ
果
、
平
城
京
、
平
安
京
、
そ
れ
か
ら
鎌
倉

に
登
る
ま
で
の
都
市
透
跡
は
、
き
ち
ん
と
発
姻
誠

査
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
世
都
市
は
全

く
考
古
学
的
に
検
涯
を
得
な
い
ま
ま
な
く
な
っ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
夜
の
火
都
市
の
大

半
は
城
下
町
に
起
因
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
は
、
閉

0
0
年
前
の
近
世
初
期
間
の
間
班
長
印
刷
に
築
か
れ
た
都

市
で
す
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
近
世
透
跡
の
発
州
刑
務

査
に
よ
る
今
に
繁
が
る
都
市
の
歴
史
が
、
お
そ
ら

く
は
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
行
政
の
中
で

は
、
近
世
は
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い

の
で
す
が
、
近
世
の
発
掘
を
続
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。

置
「
江
戸
城
」
の
発
熔
調
査

私
は
千
代
呂
町
時
で
仕
事
を
し
て
い
る
隠
係
上
、

「
江
戸
城
」
は
、
避
け
て
は
返
れ
な
い
事
柄
で
す
。

今
日
は
江
戸
城
の
築
城
か
ら
、
都
市
を
築
く
と
い

う
意
味
で
城
下
町
の
構
築
を
お
話
し
し
ま
す
。
江

戸
の
都
市
が
ど
の
よ
う
に
居
住
空
間
を
形
成
し
て

6 

い
っ
た
の
か
と
い
う
点
と
、
大
続
模
に
造
成
し
て

間
開
発
し
て
い
く
の
で
す
が
、
開
発
に
対
す
る
災
害

や
環
境
変
化
な
ど
も
、
合
わ
せ
て
お
話
を
し
ま
す
。

ま
ず
、
江
戸
城
と
全
問
自
主
契
な
城
郭
の
大
き
さ

の
比
較
を
し
ま
す
と
、
一
目
瞭
然
で
、
江
戸
城
の

大
き
さ
が
分
か
り
ま
す
。
江
戸
滅
は
内
郭
と
呼
ば

れ
る
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の
丸
、
問
問
の
丸
、
吹
上
、

北
の
丸
だ
け
で
、
二
回
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
燦
模

を
誇
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
県
民
外
苑
の
問
の
丸
下

か
ら
丸
の
内
の
火
名
小
路
も
あ
り
、
そ
の
山
内
り
に

一
閃
り
大
き
く
取
り
凶
こ
む
外
地
、
溜
池
、
神
白

川
、
隅
田
川
が
大
き
な
骨
格
に
な
り
ま
す
。
今
日

は
、
こ
の
中
の
地
域
（
図
1
）
に
つ
い
て
お
誌
を

し
ま
す
。

江
戸
城
は
北
か
ら
張
り
出
し
た
本
郷
ム
口
地
、
そ

の
末
端
の
駿
河
台
の
地
形
に
あ
り
ま
す
。
西
か
ら遂跡位農関係図図1



延
び
る
麹
町
台
地
（
淀
矯
ム
け
と
も
い
う
）
が
江
戸

城
外
沼
市
内
に
位
資
し
て
い
ま
す
。
そ
の
麹
町
台
地

の
突
端
に
江
戸
城
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
減
の
前

面
に
は
日
比
詩
人
江
が
あ
っ
て
、
入
江
に
突
き
出

た
半
烏
状
の
砂
州
が
江
↓
日
前
向
崎
で
す
。
河
川
と
し

ま
し
て
は
、
平
川
（
神
田
川
は
千
代
田
区
に
入
る

と
「
平
川
」
と
呼
ば
れ
る
〉
と
行
神
井
川
が
城
の

近
く
を
か
つ
て
は
流
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

古
代
の
主
袋
道
で
あ
る
東
海
近
、
中
慌
の
鎌
合
同
街

道
な
ど
が
、
江
戸
城
の
近
く
を
過
激
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
れ
ハ
ド
域
政
下
の
市
計
い
遺
跡

で
は
巡
路
跡
や
集
落
跡
な
ど
も
山
山
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
地
形
的
な
条
刊
の
も
と
で
、
問
視

A

長
期

か
ら
、
約
半
泣
い
郎
を
か
け
て
一
一
代
家
光
ま
で
江
一
円

減
が
築
か
れ
て
い
く
の
で
す
。
近
年
、
紅
一
戸
城
の

中
の
捌
網
島
同
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
務

査
を
過
し
て
、
江
戸
城
は
れ
然
地
形
を
巧
み
に
利

用
し
て
い
ま
す
が
、
逆
に
大
規
模
に
造
成
し
て
い

っ
た
と
い
う
側
部
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
城
市
内
で
、
二
一
か
所
の
遺
跡
調
告
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
一
つ
が
北
の
丸
に
あ
る
凶
立
近
代
美

術
館
遺
跡
で
す
。
喰
」
の
遺
跡
は
、
刑
判
状
で
は
標
高

吟

0
5
一
五
メ
！
ト
ル
ぐ
ら
い
で
す
が
、
山
中
六
は
、
江

戸
初
期
に
大
規
模
な
盛
土
を
し
て
い
た
の
で
す
。

本
来
、
標
高
は
、
そ
れ
こ
そ

0
メ
ー
ト
ル
に
近
い

沖
積
地
で
あ
っ
た
も
の
を
、
築
城
の
中
で
埋
立
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
城
内
の
地
形
断
面
想
定
留
を
ご
覧
く
だ
さ

い
（
匿
2
）
。
吹
上
が
台
地
上
に
あ
り
ま
す
が
、

最
近
、
議
査
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
だ
い
ぶ
前
ら

れ
た
跡
が
兇
ら
れ
ま
し
た
。
本
来
は
も
っ
と
高
い

地
形
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ぞ
れ
が
様
高
二
五
メ

ー
ト
ル
如
何
度
ま
で
削
ら
れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま

す
。
間
制
限
は
、
本
丸
、
二
の
丸
、
一
二
の
丸
が
あ
る

と
こ
ろ
で
す
。
本
丸
は
環
状
で
は
探
ー
尚
一
一

O
数
メ

ー
ト
ル
で
す
が
、
一

0
メ
ー
ト
ル
寸
ら
い
盛
土
を

凡例

江戸城内の地層断蕊想定l'.iil

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
来
は

標
高
一

0
メ
ー
ト
ル
程
度
の
台
地
で
、
二
の
丸
、

三
の
丸
は
沖
積
地
が
広
が
る
よ
う
な
地
形
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
江
戸
城
の
縄
張
り
が
、
山
口
地

の
縁
辺
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
む
し
ろ
、

沖
積
池
に
大
規
模
に
造
成
を
か
け
て
築
か
れ
た
土

地
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
ま
す
。
日
日
同
日
記
、
秀
吉
以

来
、
城
郭
が
築
か
れ
て
い
ま
す
が
、
山
城
と
い
っ

た
戦
用
問
販
の
高
合
の
城
か
ら
、
経
済
的
な
効
架
を

狙
う
城
郭
に
変
貌
す
る
、
そ
の
集
大
成
が
江
戸
城

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
江
一
戸
湾
と
河

川
を
引
利
用
し
た
交
通
を
震
一
視
し
な
が
ら
、
築
城
し

て
い
く
姿
が
、
も
し
か
し
た
ら
家
康
の
滋
の
中
に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
附
腿
ド
民
の
初
め

ご
ろ
に
は
、
進
一
一
…
堀
、
小
名
木
川
川
が
問
問
的
さ
れ
ま

す
。
江
戸
城
を
繋
備
す
る
中
で
経
済
に
力
点
在
廷

い
た
家
康
の
都
市
づ
く
り
み
た
い
な
も
の
が
問
見
え

隠
れ
し
ま
す
。
い
ま
述
べ
ま
し
た
沖
穣
地
に
張
り

出
す
よ
う
な
縄
張
り
が
、
も
し
か
し
た
ら
そ
の
一

端
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
「
大
以
一
戸
地
下
探
検
」
と
い
う
文
を
持
き

ま
し
た
と
き
に
、
江
戸
城
の
本
丸
、
日
一
の
丸
、
一
二

の
丸
、
北
の
丸
の
一
部
を
域
め
立
て
た
士
最
を
ザ

ツ
と
計
算
し
ま
し
た
。
思
め
立
て
に
使
っ
た
土
は
、

二
五

O
万
立
方
メ
！
ト
ル
、
一

0
ト
ン
の
ダ
ン
プ

カ
ー
で
四

O
万
台
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
江
戸
城
の
外
堀
に
つ
い
て
お
お
を
し
ま

す
。
外
堀
は
、
神
尼
州
や
瀦
池
の
谷
を
流
れ
て
い

た
河
川
を
利
用
し
て
築
か
れ
て
い
ま
す
。
神
間
川
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の
下
流
域
で
あ
る
平
川
は
、
雌
地
子
同
制
か
ら
神
的
橋
、

鍛
冶
矯
に
繋
が
る
外
機
（
現
在
の
日
本
橋
川
）
と

し
て
山
利
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
沿
線
減
で
透

跡
調
査
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
十
本
来
の
平
川
は
外

堀
よ
り
も
西
側
を
流
れ
て
い
た
と
捻

J

日
比
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
神
田
川
の
支
谷
を
利
用
し
て
、
午
込

か
ら
円
谷
へ
延
び
る
外
堀
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

一
β
、
南
側
聞
の
外
場
と
な
り
ま
す
「
溜
池
の
谷
」

は
、
も
と
も
ど
は
鮫
前
橋
と
い
う
新
宿
区
の
四
谷

の
近
く
を
起
点
と
す
る
谷
（
河
川
）
で
、
そ
の
谷

も
利
用
し
な
が
ら
、
外
堀
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

「
地
下
鉄
七
号
線
（
南
北
線
）
」
建
設
に
伴
っ

て
外
拐
の
各
地
点
が
発
総
議
資
さ
れ
ま
し
た
。
市

ヶ
谷
駅
に
は
、
小
林
さ
ん
か
ら
総
介
が
あ
り
ま
し

た
よ
う
に
そ
の
日
出
示
が
あ
り
ま
す
。
い
く
つ
か
紹

介
し
ま
す
と
、
ま
ず
新
仲
間
口
出
で
調
査
さ
れ
た
市
ヶ

谷
で
の
堀
に
聞
し
た
上
子
の
遺
跡
で
す
。
外
堀
は

谷
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
も
と
も
と
の
谷
を
域

側
（
千
代
自
ば
側
）
に
寄
せ
て
外
堀
を
築
い
て
い

ま
す
。
そ
の
結
出
来
、
旧
制
を
築
く
に
あ
た
っ
て
大
規

模
な
綴
士
あ
る
い
は
切
土
（
土
地
を
れ
る
）
と
い

う
行
為
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
無
理

に
谷
を
域
め
立
て
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

土
子
に
い
く
つ
も
山
脱
落
し
た
痕
跡
が
出
て
き
て
い

ま
す
。
市
ヶ
谷
で
も
そ
う
で
す
が
、
喰
違
土
橋
で

も
大
規
模
に
地
滑
り
が
し
た
跡
ら
し
き
も
の
も
出

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
士
手
を
再
度
、
築
き
臨
し

て
い
ま
す
が
、
土
手
の
内
部
に
排
水
施
設
を
設
け

た
り
、
あ
る
い
は
杭
榔
や
お
垣
を
埋
め
殺
し
に
し

て
土
手
の
強
化
を
留
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
近
世

を
通
じ
て
、
太
木
技
術
が
向
上
し
て
い
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
市
ヶ
谷
の
堀
で
は
、

こ
の
腐
に
流
れ
込
む
谷
筋
み
た
い
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
部
分
が
集
中
し
て
紛
議
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
所
兇
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

続
発
に
対
す
る
自
然
へ
の
対
抗
と
災
害
の
関
係
が

犯
握
さ
れ
た
例
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

外
堀
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
総
城
下
町
と
し

て
、
「
天
下
並
日
清
」
に
よ
っ
て
、
全
凶
の
大
名
を

動
員
し
て
築
い
た
こ
と
で
す
。
そ
の
状
況
の
ニ
織

が
、
丸
の
内
一
丁
目
遺
跡
で
具
体
的
に
う
か
が
わ

れ
ま
す
。
こ
の
遺
跡
は
鍛
冶
矯
門
の
近
く
に
あ
っ

て
、
外
堀
石
山
山
一
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
域

の
堀
に
は
、
「
丁
場
部
殴
」
と
い
う
寛
永
二
二
年

（
一
六
三
L

ハ
）
の
外
堀
排
日
誌
で
完
成
し
た
竣
工
図

が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
が
図
3
で
、
凶
家

の
大
名
家
が
集
ま
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト

ベ
ン
チ
ャ
ー
で
、
一
気
に
つ
く
り
上
げ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
扱
石
山
山
一
は
松
平
新
太
郎
（
田
川
山
議

池
田
家
）
が
組
頭
と
な
り
、
そ
の
配
下
と
い
う
か
、

そ
の
印
刷
は
、
時
期
且
後
佐
伯
議
毛
利
家
、
肘
胸
中
成
刑
制
法

山
崎
」
家
、
地
比
後
岡
山
藻
中
川
家
が
普
請
区
域
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。
遺
跡
調
査
で
は
、
大
体
一

0
0
メ

ー
ト
ル
の
右
目
見
を
競
べ
ま
し
た
。
「
了
場
割
関
」

と
発
掘
成
果
に
よ
っ
て
、
各
大
名
家
の
丁
場
を
割

っ
て
い
く
の
に
、
現
場
で
は
石
恒
一
下
の
土
台
木
を

呆
一
準
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
士
台

木
が
丁
場
境
で
ぴ
っ
た
り
切
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

骨
地
図
出
雲
守

＠
一
一
川
土
桂
内
サ

＠
轟
出
在
被
門
依

寝袋

＠ 
車
部

十
郎

松
平
勝
五
郎

「了土器割図」（調査I也は黒塗部分）

＠
松
平
揖
助

＠
松
平
お
近
太
夫

ヨ髭5持

"T 

＠
小
出
大
和
守
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一
わ
同
町
を
築
く
前
の
士
山
日
本
を
霞
く
時
点
で
了
間
嶋
を

割
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。

さ
ら
に
、
毛
利
家
の
持
議
ば
域
は
「
〈
〉
」
の
刻

印
と
欠
必
の
刻
印
が
あ
り
ま
し
た
。
山
崎
家
の
刻

印
は
い
ち
ば
ん
明
瞭
で
、
「

O
に
山
」
で
す
。
中

川
家
は
中
中
間
子
で
す
。
各
時
L
U
議
い
域
で
一
れ
必
長
一
自

に
付
さ
れ
る
刻
印
が
、
作
h
v
災
な
る
こ
と
が
篠
山
押
附

さ
れ
て
ま
す
。
こ
れ
は
大
坂
域
内
で
の
大
中
h
j五
に

よ
る
刻
印
と
共
滋
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の

刻
印
が
符

J

片
付
し
た
大
名
家
を
引
し
て
い
る
こ
と
は
、

ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
忠
わ
れ
ま
す
。
そ
の

中
で
、
「

O
」
刻
印
が
品
目
請
丁
場
を
越
え
て
山
山
て

い
る
こ
と
に
裁
け
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
密

4
）
。
こ
の
剣
印
は
相
削
減
の
松
平
新
太
郎
で
あ
る

間
山
川
崎
棟
地
出
家
の
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
抜
本
的

に
は
純
一
政
が
総
全
体
の
わ
材
調
達
を
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
剖
問
渓
時
点
で
刻
印
仰
を
付
け
、

主
ら
に
、
世
刊
誌
消
防
吋
に
各
大
名
が
築
く
段
階
で
も
刻

印
を
打
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す

と
、
毛
利
家
で
は
、

r
引
材
を
池
山
一
本
か
ら
い
っ
ぱ

い
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

山
崎
家
も
「
山

L
の
前
に
叶

O
L
が
剣
ま
れ
て
い

ま
す
。
石
切
丁
場
を
調
達
す
る
に
は
大
大
名
の
力

を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
応
わ
れ
ま
す
。

総
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
与
成
し
て
編
成
さ
れ
、

相
肌
頭
が
お
か
れ
た
と
推
定
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

丁
場
境
で
は
隣
り
合
う
大
名
が
協
力
し
て
傾

AMよ

く
石
討
を
積
ん
で
、
際
問
を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と

も
確
認
で
き
ま
し
た
。

4m 。

丸の内一了呂遺跡の石鋭部Ep

の
ウ
ち
づ
み

ま
た
、
俵
長
以
後
の
石
垣
の
積
み
方
は
野
商
穣

と
い
っ
て
、
石
の
本
来
の
大
き
さ
に
応
じ
て
積
ん

で
い
る
の
代
寸
加
、
こ
の
時
販
に
な
り
ま
す
と
、

い
わ
ゆ
る
関
知
石
的
な
、
四
品
川
錐
の
よ
う
な
行
に

変
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
の
大
き
さ
や
形

が
似
て
く
る
の
が
、
宛
永
一
巾
今
一
年
の
特
徴
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
天
下
悲
請
と
い
う
こ
と

は
、
各
大
名
家
の
持
っ
て
い
る
お
工
の
淳
一
も
あ
り

ま
す
し
、
技
術
の
差
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
調
整
す
る
た
め
に
お
を
規
格
化
し
て
い
く

五
向
が
、
築
城
の
最
終
段
階
で
あ
る
江
戸
城
で
磁

立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

記
録
だ
け
で
は
、
天
下
肱
円
減
が
つ
か
め
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
発
掘
粗
削
交
を
逃
し
て
突
燃
の
工
持

を
見
る
こ
と
で
線
認
で
き
た
例
で
す
。

阪4

睡
「
溜
池
」

問
題

次
に
瀦
池
の
お
話
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

溜
池
の
谷
に
慢
し
て
、
三
か
所
の
透
跡
が
発
掘
調

資
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
に
は
、
自
然
科
学

の
研
究
者
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
、
本
来
は

ど
う
い
う
自
然
環
境
だ
っ
た
の
か
、
ぞ
れ
が
江
戸

時
代
に
ど
う
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
に
、
主
践
を

お
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
有
史
以
前
は
溢
地

環
境
に
あ
っ
た
よ
う
な
土
地
が
、
一
回
世
紀

s一

五
段
紀
、
後
北
条
時
代
ぐ
ら
い
に
、
水
巴
が
営
ま

れ
た
こ
と
が
分
析
か
ら
分
か
り
ま
し
た
。

後
北
条
期
に
、
江
一
戸
衆
と
い
う
の
が
「
小
田
原

o
y
 

の
発
掘
調
笈
を
通
し
た
隠
発
と
環
境



市
川
領
役
様
」
に
日
比
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
、
桜
田
な

ど
、
い
く
つ
か
の
地
名
が
溜
池
の
谷
間
辺
に
見
ら

れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
村
の
一
角
が
瀦
池
の
谷
巡

り
に
あ
っ
て
、
こ
の
村
で
は
水
問
を
悦
ん
で
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぞ
れ
が
戦
凶
、
あ
る
い
は

江
戸
初
期
に
な
る
と
、
河
川
川
を
止
め
て
池
的
な
環

境
、
い
わ
ゆ
る
溜
池
的
な
環
境
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
一
八
世
紀
の
初
め
に
、

銃
一
戸
初
期
の
川
が
流
れ
る
よ
う
な
環
淡
か
ら
、
↓

転
し
て
汚
水
が
流
れ
込
む
よ
う
な
環
境
に
な
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

発
抑
制
調
査
の
成
果
と
合
わ
せ
て
考
え
ま
す
と
、

溜
池
の
遺
跡
で
は
、
一
八
段
紀
の
初
め
ご
ろ
に
大

焼
校
な
造
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
畏
と
か

木
材
、
ゴ
ミ
な
ど
が
浪
花
し
た
小
汚
な
い
土
で
造

成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
造
成
に
よ
っ
て
低
地
で
も

人
が
住
め
る
環
境
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
抑
制
池
の
谷
の
支
谷
山
内
に
あ
た
る

和
泉
伯
太
薄
上
隊
敷
跡
で
は
、
も
う
少
し
古
い
寛

文
年
間
（
一
六
六

0
年
代
）
に
大
き
な
土
取
穴
を

つ
く
っ
て
、
同
席
数
内
を
聞
い
め
立
て
て
屋
敷
全
体
の

宅
地
化
利
用
を
凶
っ
て
い
ま
す
。

3

L

ハ
五

0
年
代

の
正
保
期
の
絵
闘
記
に
は
遺
跡
地
が
空
白
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
一
六
六

0
年
代
ご

ろ
か
ら
徐
々
に
谷
間
の
宅
地
犯
が
進
ん
で
い
っ
た

の
だ
ろ
う
と
維
内
止
さ
れ
ま
す
。

文
献
史
料
で
は
、
溜
池
沿
い
の
町
刊
は
寛
永
販
一
墳

か
ら
次
第
に
間
開
発
さ
れ
、
円
以
も
溜
池
際
で
あ
る
赤

坂
田
町
は
、
『
御
府
内
備
考
』
に
よ
る
と
、
一
六

L

ハ
0
年
代
に
総
立
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
明
潜

の
火
火
以
後
、
都
市
化
の
た
め
に
徐
々
に
間
開
発
が

行
わ
れ
、
史
料
で
は
水
際
は
一
七
世
紀
後
半
と
確

認
で
き
ま
す
が
、
実
際
は
こ
の
回
明
か
ら
で
、
一
七

世
紀
末
と
か
一
八
世
紀
の
初
め
ご
ろ
に
宅
地
と
し

て
完
成
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
自
然
科
学
分
析
の
成
果
、

発
掘
成
策
、
地
閣
は
刑
制
点
H

等
に
よ
っ
て
、
本
来
の
谷

の
最
も
低
い
地
点
が
、
近
世
の
溜
池
よ
り
も
も
う

少
し
潟
側
に
佼
認
す
る
も
の
と
考
え
ま
し
た
。
そ

し
て
、
溜
池
は
人
為
的
に
築
い
た
も
の
で
、
池
と

半
行
し
て
流
れ
る
大
下
水
辺
り
が
本
来
の
川
筋
と

考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
南
側
に
は
上
水
道
が
あ
り
、

吐
時
間
に
よ
っ
て
大
下
水
に
余
水
を
流
し
、
大
下
水

は
溜
池
に
注
い
で
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

江
戸
域
外
綴
は
、
上
水
や
下
水
の
郷
け
は
と
い
っ

た
水
田
り
の
役
割
削
も
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
抑
佃
池

凶
同
附
出
で
は
、
そ
の
南
側
の
町
燥
な
ど
に
取
り
込
ん

だ
上
水
が
流
れ
、
そ
の
排
水
や
潟
水
、
山
間
水
な
ど

が
集
め
ら
れ
て
大
下
水
と
し
て
流
れ
て
い
き
、
貯

水
池
的
な
機
能
を
持
つ
溜
池
に
流
し
て
い
ま
す
。

千
代
郎
氏
一
の
遺
跡
を
概
観
し
ま
す
と
、
相
場
立
て

や
土
地
を
削
っ
た
跡
が
各
所
で
確
認
さ
れ
、
近
世

に
土
地
造
成
が
、
か
な
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
一
七
位
紀
末

か
ら
一
八
世
紀
代
が
そ
の
ご

i
ク
で
は
な
い
か
と

推
定
し
て
い
ま
す
。
絵
図
に
よ
っ
て
外
堀
外
に
土

取
場
が
一
一
か
所
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と

つ
が
港
区
に
あ
る
城
山
の
土
取
場
で
、
発
掘
調
胴
査

10 

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
…
七
役
紀
末
か

ら
一
八
役
紀
代
に
、
土
取
場
が
屋
敷
地
と
し
て
変

伶
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
外
堀
周
辺
で
は
、
明
燈
の
大
火
以
降
の
湾
問
開

発
ブ

i
ム
が
こ
の
頃
、
終
認
を
迎
え
一
、
凶
周
辺
地
を

宅
地
化
す
る
た
め
に
造
成
土
佐
守
を
取
っ
て
い
た
場

所
が
宅
地
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

幽
武
家
地
・
町
人
地
の
開
発

讃
絞
高
松
藩
徐
平
家
上
尾
数
に
あ
た
る
飯
田
町

遺
跡
の
正
保
年
間
（
一
六
回

0
年
代
）
の
絵
隠
を

見
ま
す
と
、
遺
跡
周
辺
に
堀
が
捕
か
れ
て
い
ま
す
。

遺
跡
か
ら
も
隠
一

0
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
堀
が
縫

認
さ
れ
、
二
ハ
双
七
年
の
初
勝
の
大
火
で
埋
め
ら

れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
絵
図
に
あ
る
堀
か
、

そ
の
堀
に
続
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
開
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
波
多
野
先
生
か
ら
土
嚢
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
も
、
ま
ず
初
め
に

土
嚢
を
何
段
か
築
き
、
水
を
止
め
、
ぞ
れ
か
ら
お

担
、
石
組
み
、
あ
る
い
は
土
留
板
な
ど
で
築
い
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

議
妓
藩
上
屋
敷
で
は
、
先
の
堀
を
埋
め
た
跡
の

グ
チ
ヨ
グ
チ
ョ
だ
っ
た
所
に
一
八
投
紀
末
に
な
る

と
、
大
規
綾
な
制
御
殿
が
建
っ
た
よ
う
で
す
。
建
物

の
柱
跡
や
唯
判
掛
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
遺
構
の

な
か
に
、
地
下
室
が
制
御
殿
の
一
角
に
集
中
し
て
出

て
き
ま
し
た
。
退
陣
情
周
回
に
は
、
柱
材
な
ど
で
筏

状
に
級
ん
だ
筏
地
形
と
呼
ば
れ
る
地
総
工
事
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
上
に
建
物
が
建
つ



て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

建
物
礎
ア
ね
叶
酬
と
し
て
は
、
一
八
段
紀
代
に
は
下

に
砂
利
刊
を
敷
い
て
地
慾
沈
下
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
綬
ア
刊
を
川
耐
え
て
い
ま
し
た
が
、
一
八
位
給
米
の

党
政
問
問
に
大
火
災
が
あ
り
ま
し
て
、
山
山
蹴
一
後
に
築

か
れ
た
制
御
殿
礎
む
に
は
制
別
行
ド
に
い
仇
を
打
ち
、
礎

石
が
沈
下
し
な
い
1
夫
を
し
て
い
ま
す
。
杭
の
長

さ
は
大
体
一
二
メ
ー
ト
ル
で
、
今
ま
で
氾
代
の
構
造

物
と
考
え
て
き
た
も
の
が
、
け
仏
円
の
後
半
期
に
は
、

す
で
に
こ
う
し
た
杭
に
よ
る
ぷ
刑
判
精
巡
が
山
山
沼
地
し

て
い
る
こ
と
が
山
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

町
人
地
の
遺
跡
と
し
て
、
山
行
本
間
一
一
丁
山
口
遺
跡

が
あ
り
ま
す
。
ド
ル
巾
巡
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
一
栴

A

閉
そ
ら
い
の
知
問
状
の
一
は
一
刻
が
だ
げ
泊
さ
れ
、
区

邸
内
に
は
路
地
や
刑
閉
じ
い
然
物
が
あ
り
、
そ
の
奥
に

士
裁
が
あ
り
ま
す
。
悠
物
と
下
水
滋
の
間
同
に
一
瞬
半

開
（
九

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
の
路
地
が
あ

っ
て
、
貝
を
砕
い
て
長
剣
に
敷
き
ま
叩
め
て
い
る
た

め
に
引
い
ボ
ヅ
ボ
ツ
が
は
え
ま
す
。
そ
し
て
、
路

地
の
そ
の
脇
に
は
下
氷
滋
や
上
水
浸
が
般
投
さ
れ
、

過
一
館
状
態
の
附
円
以
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ト
絞
め
同
情
迭
も
遺
跡
（
写
真
1
）
か
ら
分
か
り

ま
し
た
。

A

八
刊
紀
代
の
f
パ
い
同
日
附
の
！
械
で
は

締
法
機
と
パ
い
ま
し
て
、
樽
を
伏
せ
た
状
態
を
ぷ

礎
に
し
て
礎
石
を
！
に
采
せ
、
約
の
一
下
に
は
土
台

木
を
制
限
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
一
九
悦
紀
代
の

新
し
い
段
附
で
は
一
郎
燐
引
と
い
う
お
を
什
北
小
川
附
と
す

る
も
の
に
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

ま
た
、
鍛
治
一
炉
で
は
な
い
か
と
閉
山
わ
れ
る
の
も

の
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
炉
は
一
間
関
お

そ
ら
い
の
土
問
の
一
角
に
あ
り
ま
し
て
、
炉
に
は

欽
片
が
い
っ
ぱ
い
付
着
し
て
い
ま
し
た
。

写
真
2
の
よ
う
な
泣
械
の
配
淀
を
見
ま
す
と
、

下
水
に
区
切
ら
れ
た
短
冊
状
の
区
闘
が
あ
り
ま
し

て
、
ぼ
阪
市
内
の
逸
り
に
出
出
し
た
表
に
は
表
胞
が
、

そ
の
由
民
に
は
亥
伐
と
呼
ば
れ
る
長
尾
、
土
蔵
の
跡
、

あ
る
い
は
鍛
治
以
の
作
魚
川
崎
な
ど
が
あ
っ
た
と
イ

メ
！
ジ
が
で
き
ま
す
。写真 1

写真2

隆
江
戸
の
成
り
立
ち
と
変
移

私
の
主
州
出
は
、
江
戸
の
成
り
立
ち
、
変
移
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。
江
戸
城
外
地
内
と
い
う
限
定
付

き
で
す
が
、
い
ま
ま
で
議
査
を
や
っ
て
き
た
イ
メ

ー
ジ
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
遺
跡
と
い
う
の
は

非
常
に
少
な
く
て
、
川
例
え
ば
、
大
名
小
路
の
一
帯

と
か
、
丸
の
内
の
一
殺
が
で
す
。
そ
れ
も
出
て

く
る
物
な
ど
を
兇
ま
す
と
、
議
開
の
大
坂
城
な
ど

と
比
べ
ま
す
と
問
見
劣
り
が
す
る
と
感
じ
ま
す
。
そ

れ
が
、
間
療
の
大
火
後
、
イ
ン
フ
ラ
整
係
等
が
進

み
ま
す
。
一
七
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
一
八
世
紀
の

初
頭
と
い
う
段
階
に
な
り
ま
す
と
、
低
地
や
谷
の

中
ま
で
家
が
出
版
ち
活
ぶ
と
い
う
都
市
の
拡
大
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
形
で
、
発
拙
調
査
の
成
栄
が
山
山
て

き
て
い
ま
す
。
山
山
土
し
た
絢
磁
刷
簡
を
時
期
ご
と
に

波
べ
て
み
ま
す
と
、
こ
の
こ
ろ
が
非
常
に
多
い
の

で
す
。そ

し
て
、
寛
政
期
か
ら
化
政
殿
、
つ
ま
り
一
八

世
紀
米
か
ら
－
九
位
紀
初
頭
に
、
附
開
健
機
の
消
拘
同

震
が
非
常
に
大
き
く
増
加
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

こ
ろ
の
飯
宙
的
遺
跡
で
は
、
建
物
の
礎
石
や
下
水

溝
の
石
材
、
礎
石
下
の
杭
と
い
っ
た
、
屋
敷
の
甘
時

礎
構
造
を
築
く
建
築
材
だ
け
で
も
そ
の
治
資
誌
は
、

非
常
に
多
最
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ

の
時
販
の
遺
物
出
14識
は
、
遺
跡
調
点
以
を
や
っ
て

い
る
似
の
立
場
か
ら
す
る
と
殺
人
約
な
誌
で
、

か
所
の
ゴ
ミ
穴
に
出
会
い
ま
す
と
、
相
側
資
日
間
刊
に

は
追
わ
れ
る
、
お
金
は
な
く
な
る
で
非
常
に
悲
惨

な
状
態
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
以
前
の
時

期
に
比
べ
て
遥
か
に
し
の
ぐ
誌
が
遺
跡
か
ら
出
土

す
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
へ
の
物
の
築
様
が
非
常
に

大
き
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
定
当
れ
ま
す
。

以
上
で
、
「
江
戸
の
削
開
発
と
環
境
」
に
つ
い
て

の
講
演
を
終
わ
り
ま
す
。

11 



講
演
（
二
）

江
戸
の
活
縁

路
木

真

圃
遺
跡
か
ら
国
見
た
江
戸
の
範
図

新
wm熔
史
博
物
館
の
総
本
と
山
中
し
ま
す
。
主
に

畑
仕
級
文
化
財J
の
調
伐
に
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
新

倍
以
は
、
記
戸
時
代
に
限
ら
ず
、
純
文
時
代
、
弥

生
時
代
の
遺
跡
も
か
な
り
多
く
あ
る
所
で
す
。

そ
の
中
で
江
戸
時
代
の
遺
跡
を
与
え
ま
す
と
き

に
、
千
代

mm区
は
、
江
戸
城
の
範
凶
に
な
り
ま
す

が
、
新
日
間
日
目
は
、

γ
山
円
減
外
掘
の
部
分
で
、
北
か

ら
牛
込
、
市
務
、
同
行
で
一
新
日
川
ば
の
点
端
に
な
り

ま
す
。
西
側
は
ど
こ
ま
で
一
行
く
か
と
申
し
ま
す
と
、

北
間
端
が
浪
人
口
と
い
う
地
域
に
な
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
仁
事
が
発
生
し
ま
す
と
、
以
一
戸
持

代
の
遺
跡
に
限
ら
ず
、
遺
跡
が
あ
る
か
ど
う
か
を

試
掘
し
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
新
街
ば
一
の
奈
川
山

半
分
に
江
戸
時
代
の
遊
物
が
非
常
に
た
く
さ
ん
山
山

て
き
ま
す
。
し
か
し
、
山

F
線
よ
り
も
商
側
、
例

え
ば
、
高
層
ビ
ル
な
ど
が
山
地
っ
て
い
る
所
と
か
、

も
っ
と
神
間
川
寄
り
で
は
、
街
送
沿
い
の
…
部
の

地
域
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
遺
物
は
な
い
の
で
す
。

そ
れ
は
幕
末
の
頃
、
こ
れ
ら
の
部
分
が
村
、
も
し

く
は
由
民
地
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

そ
の
よ
う
な
遺
物
議
の
遣
い
を
棒
グ
ラ
フ
で
表

し
、
新
宿
ば
の
池
町
闘
に
落
と
し
て
み
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
に
し
ま
す
と
、
遺
物
が
市
開
積
当
た
り
、
ど

の
そ
ら
い
山
山
た
か
が
分
か
る
の
で
す
。
遺
物
最
が

多
い
の
が
「
細
工
町
選
跡
」
で
す
。
こ
こ
は
持
制
限

加
川
口
陀
と
い
う
後
わ
れ
方
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
南
町
遺
跡
」
は
「
級
王
町
遺
跡
」
の
宇
分
そ
ら

い
の
遺
物
設
で
、
こ
こ
は
、
郵
徒
抑
制
の
大
畑
問
地
で

す
。
尾
山
山
徳
川
川
家
の
上
係
数
は
、
発
掘
山
知
州
問
が
制
御

殺
の
凶
州
側
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
は
ゴ
ミ
穴
が
多

〈
、
遊
物
母
が
ル
常
に
多
い
の
で
す
。
「
問
山
小
竹
一
一

丁
け
ん
泌
跡
L

は
町
民
と
武
家
地
の
遺
跡
で
し
て
、

こ
こ
も
遊
物
誌
が
や
や
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
い
っ
た
単
佼
勺
た
り
の
遺
物
出
議
が
多
い

と
こ
ろ
が
、
い
わ
ゆ
る
考
高
学
的
に
捉
え
ら
れ
る

紘
一
戸
の
範
腐
と
考
え
て
い
ま
す
。

醸
造
紡
と
遺
物

写
真
汁
か
む
円
削
細
工
町
遺
跡
」
で
す
。
一
つ
つ
の

穴
が
地
下
室
と
一
一
百
わ
れ
る
選
出
情
で
、
非
常
に
密
集

し
て
重
な
り
合
っ
て
存
夜
し
て
い
ま
す
。
路
地
に

な
る
よ
う
に
建
物
が
建
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
全

部
何
時
に
存
在
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

ち
ら
の
地
下
議
が
あ
る
と
き
に
は
、
こ
ち
ら
は
ま

だ
な
い
と
か
、
こ
ち
ら
を
埋
め
て
か
ら
こ
ち
ら
を

12 

掘
る
と
い
う
こ
ど
を
繰
り
返
し
て
い
っ
た
結
果
、

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
南
町
遺
跡
」
で
は
間
隔
が
細
工
阿
よ
り
は
や

や
開
聞
い
て
い
る
感
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぷ
掘
り

の
地
下
室
が
あ
っ
て
、
出
入
り
の
た
め
に
階
段
が

付
い
て
い
ま
す
。
地
下
山
設
は
、
お
そ
ら
く
火
事
な

ど
が
起
き
て
、
燃
え
広
が
る
前
に
家
財
道
リ
パ
を
一

包
入
れ
て
逃
げ
る
と
い
う
一
時
的
な
耐
火
施
設
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

写
真
2

「
四
谷
一
一
一
了
日
遺
跡
」
で
す
o

新
作
的
送

り
に
函
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
「
凶
作
塩

陀
二
丁
悶
」
と
醤
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
遺
跡
を
調
べ
て
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
村
氏
以

の
よ
う
な
建
物
が
慾
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
井
戸
が
あ
っ
た
り
、
ほ
ぼ
等
間

隔
に
非
常
に
浅
い
ゴ
ミ
穴
の
よ
う
な
浅
い
漆
み
が

あ
っ
て
、
辺
り
か
ら
民
殻
な
ど
が
出
て
い
ま
す
。

地
下
室
、
井
戸
、
ゴ
ミ
穴
か
ら
、
多
旦
一
の
陶
磁

滋
類
が
山
山
て
き
ま
す
。
問
問
谷
，

T
自
の
一
一
次
誠
査

で
は
、
地
下
室
か
ら
彼
片
も
含
め
て
、
磁
器
の
碗

と
か
、
瓶
、
索
、

mな
ど
が
山
山
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
憾
ご
と
に
大
量
の

遺
物
が
出
土
し
ま
す
。
新
宿
区
で
は
そ
れ
ら
を
タ

イ
プ
に
分
け
て
い
ま
す
。

写
真
3

服
類
、
碗
類
、
鉢
類
、
建
類
、
表
、
瓶
、

橋
鉢
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
物
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、

大
き
い
も
の
か
ら
小
さ
い
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
燥
地
や
時
代
が
異
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

生
活
用
呉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
器
種
に
仙
別
し
て
ル
！



ル
を
決
め
て
数
え
て
ま
す
。
例
え
ば
、
大
碗
の
底

の
破
片
が
一
日
間
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
一
総
体
で
す

が
、
日
の
部
分
の
小
さ
な
彼
片
だ
け
だ
っ
た
ら
、

総
体
と
し
て
は
数
え
な
い
と
い
う
よ
う
に
築

A
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
問
時
に
、
陶
磁
器
綴
は
お
よ
そ
の
年
代
が

分
か
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
ら
の
比
絞
も
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
方
法
は
、
側
々
の
山
山
上
品
に
対
し
て
、

一
七
世
紀
の
中
ご
ろ
か
ら
一
九
府
い
い
阻
ま
で
、
ほ
と

ん
ど
ほ
じ
形
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
場
介
は
長
い
線

に
な
り
ま
す
が
、
千
八
悦
判
仙
の
小
ご
ろ
し
か
つ
く

ら
れ
な
い
形
だ
と
対
い
総
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

年
代
般
に
准
べ
て
い
き
ま
す
。

写
真

4

そ
う
し
ま
す
と
、
非
常
に
多
く
の
附
磁

器
の
製
作
年
代
が
議
な
っ
て
く
る
と
い
う
潟
拍
車
が

捉
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
ま
で
つ
く
ら
れ
て
い

る
製
品
と
、
こ
の
終
期
か
ら
つ
く
り
始
め
ら
れ
る

写真 1

製
品
が
設
な
る
時
刻
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
か

ら
、
絢
磁
滋
類
が
送
機
に
奨
て
ら
れ
た
の
は
、
こ

の
期
間
だ
ろ
う
と
想
定
し
ま
す
。

先
ほ
ど
凶
し
ま
し
た
陶
磁
器
類
の
分
類
と
カ
ウ

ン
ト
、
プ
一
し
し
て
廃
業
年
代
の
想
定
を
そ
れ
ぞ
れ
の

遺
構
ご
と
に
ノ
行
っ
て
比
較
を
し
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
遺
跡
で
い
ち
ば
ん
多
い
遺
物
は
、

中
織
と
い
う
持
過
の
大
き
さ
の
碗
で
す
。
こ
れ
は

飯
茶
碗
に
し
た
り
、
も
う
少
し
小
さ
な
も
の
は
、

お
茶
を
飲
ん
だ
り
す
る
の
に
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
一
方
、
数
が
少
な
く
て
も
必
ず
、
か
な
り

高
い
綴
度
で
出
て
く
る
の
が
、
州
問
え
ば
、
矯
鉢
と

か
、
こ
ね
鉢
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
続
中
仕
、
皆
さ

ん
の
家
で
も
指
鉢
が
、
一
つ
ぐ
ら
い
は
あ
る
と
岡
山

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
総
額
か
ら
は
、
知
一
被
数
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

明
治
三
九
年
の
『
婦
人
頭
線
』
に
、

活
で
油
絵
え
る
べ
き
家
財
道
け
パ
の
リ
ス
ト
」
が
載
っ

て
い
ま
す
。
新
婚
で
す
か
ら
こ
人
繰
ら
し
で
、
品
汁

を
い
く
つ
、
茶
碗
が
い
く
つ
と
結
構
総
か
く
察
い

て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
包
活
を
始
め
る
悶
械
が
、

長
低
限
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
リ

ス
ト
で
す
。
飯
碗
は
こ
っ
か
と
い
う
と
、
そ
う
で

は
な
く
て
、
お
符
さ
ん
が
来
る
の
で
、
最
初
か
ら

五
つ
ぐ
ら
い
持
っ
て
い
た
り
す
る
の
で
す
。
こ
う

い
う
リ
ス
ト
と
出
土
す
る
附
附
帥
地
問
泊
料
問
の

mm
成
を
比

較
を
し
ま
す
。

写
真

5

こ
れ
は
、
募
求
期
に
五

0
0
行
級
の
旗

本
、
玉
山
山
家
が
波
棄
し
た
モ
治
川
川
リ
パ
の
一
部
で
す
。

之
の
家
は
、
本
人
和
そ
ら
い
に
市
谷
に
移
り
住
ん
で

く
る
の
で
す
が
、
口
定
数
＃
甘
え
と
か
火
事
に
も
遭
わ

ず
、
江
戸
時
代
中
、
ず
っ
と
そ
こ
に
蒸
ら
し
て
い

ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
ま
と
ま
っ
た
濯
物
が
除
て
ら

れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
幕
末

「
新
婚
生

写真2

写真4

写真3

13 



写真5

と
い
う
か
明
治
に
な
っ
た
と
き
、

総
殺
を
治
て
て
い
ま
す
。

こ
の
り
誌
の
よ
う
な
悶
を
各
遺
跡
、
各
局
住
者

ご
と
に
つ
く
り
た
い
が
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
述
、
へ

て
き
ま
し
た
よ
う
な
作
業
を
ー
U

て
い
ま
す
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
作
業
を
す
る
か
と
崩
し
ま
す

と
、
ま
と
ま
っ
た
遺
物
が
出
土
す
る
と
い
う
の
は
、

注
帯
が
生
活
用
具
一
式
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
わ
け

で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
暮
ら
し
て
い
た
人
た
ち
の

生
活
が
、
ほ
ぼ
断
絶
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
い
く
つ
か
の
遺
跡
を
掘
っ
て
み

ま
す
と
、
ゴ
ミ
穴
の
中
か
ら
焼
け
た
土
や
瓦
な
ど

が
出
て
き
ま
す
。
お
そ
ら
く
火
事
で
焼
け
て
し
ま

っ
た
、
も
し
く
は
相
官
ー
な
被
官
口
を
浸
け
た
な
ど
と

い
っ
た
状
況
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
と
は
加
に
、
中
下
級
武
土
の
小
さ
な
感
激

の
多
い
新
得
区
で
は
、
江
戸
の
後
半
に
な
り
ま
す

と
、
幕
児
問
問
で
非
常
に
多
く
の
士
地
の
交
換
、

「
紹
対
替
」
と
か
「
切
坪
制
相
対
稼
」
と
い
っ
た
行

為
が
行
わ
れ
、
川
村
鎖
骨
が
か
な
り
の
頻
度
で
か
わ

ま
と
め
て
陶
磁

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
仲
ヤ
」
吋
応
用
刊
日
パ
が

ま
と
ま
っ
て
廃
棄
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
多
く
の
も
の
を
い
ま
ま
で
使

っ
て
い
た
井
戸
、
地
下
窓
の
中
に
捻
て
る
わ
け
で

す
か
ら
、
当
然
、
そ
こ
で
の
生
約
は
終
わ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
「
非
日
常
的
な
廃
棄
」
と

と
り
あ
え
ず
呼
ん
で
い
ま
す
。

最
初
に
仰
し
ま
し
た
が
、
新
宿
ぼ
に
お
い
て
、

遺
物
は
東
側
に
多
く
、
西
側
聞
は
少
な
い
と
い
う
傾

向
は
、
単
に
東
側
に
人
が
多
い
、
市
街
化
が
約
ま

っ
た
時
期
が
早
い
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
乏
好
的
に

重
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
活
の

断
絶
の
凶
数
だ
と
理
解
を
し
て
い
ま
す
。
生
活
の

断
絶
の
サ
イ
ク
ル
が
早
い
か
遅
い
か
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
火
事
で
焼
け
て
も
す
ぐ
に
復
興
す

る
と
か
、
ま
た
屋
敷
の
国
的
住
者
が
十
数
年
で
入
れ

替
わ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
繰
り
「
議
さ
れ
た
場
合
に
、

大
量
の
遺
物
が
あ
っ
た
り
、
地
市
出
が
ボ
コ
ボ
コ
に

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
掘
ら
れ
方
を
す
る
の
で
は

な
い
か
と
怠
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
痕
跡
が
考
十
日
学
的
に
市
街
化
と
い
う

こ
と
を
捉
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

最
も
多
く
の
も
の
が
廃
棄
さ
れ
た
の
は
、
幕
府

が
燐
壊
し
た
時
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
幕
末

と
い
う
言
い
方
も
し
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は

明
治
の
初
頭
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
出
土
品
か
ら
当
時
吋
の
生
活
用
呉
の
捻

て
ら
れ
方
を
考
え
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
我
々
の

14 

門
的
と
し
ま
し
で
は
、
け
桔
本
的
に
は
各
階
層
、
身

分
、
時
代
に
よ
っ
て
そ
う
い
う
生
活
道
災
が
ど
の

よ
う
に
変
佑
し
て
い
く
か
。
ま
た
補
充
さ
れ
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
生
寸
前
山
町
円
九

4

式
と
い
う

の
が
仮
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
FH体
は
時
代
、

身
分
、
問
問
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
燃
え
ば
、
茶
碗
は
刻
れ
や
す
い
と
か
、
火

m
山
は
あ
ま
り
使
わ
な
い
か
ら
部
れ
な
い
と
か
、
構

成
す
る
削
個
々
の
も
の
の
寿
命
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
買
い
待
え
、
買
い
足
し
、
処
分
を

し
て
維
持
し
て
い
く
わ
け
で
す
。
火
事
と
か
返
敷

替
え
が
起
こ
っ
た
場
合
に
、
ど
の
純
度
、
選
択
の

余
地
が
あ
る
か
。
削
例
え
ば
、
家
が
全
焼
し
て
、
ほ

と
ん
ど
の
物
が
焼
け
る
状
況
で
は
、
選
択
の
余
地

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
相
対
替
」
な
ど
で

加
の
泌
敷
地
に
勝
る
場
九
日
は
、
必
斐
な
物
は
当
然
、

次
の
生
活
の
た
め
に
持
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
か
ら
、

不
要
な
物
だ
け
が
残
り
ま
す
。
不
安
な
物
の
中
で

も
、
再
利
用
で
き
る
物
、
転
用
で
き
る
物
、
も
し

く
は
設
か
に
売
っ
て
し
ま
え
る
よ
う
な
物
は
、
持

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
回
取
後
に
残
っ
た
物
が
徐
て

ざ
る
を
得
な
い
物
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
物
を
日
間
数
内
に
捨
て
る
の
か
、
そ
れ

と
も
外
へ
搬
出
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。
先
ほ
ど
ら
い
、
ゴ
ミ
穴
か
ら
の
倹
討
で
述
べ

て
い
ま
し
た
の
は
、
基
本
的
に
は
鼠
敷
内
に
全
部

捻
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
で
話
を
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
新
宿
区
と
い
う
地
域
性
、
し
か
も
中

下
級
の
武
士
と
い
う
特
性
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ



う
に
な
る
傾
向
が
後
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
、
例
え
ば
、
下
町
の
町
鼠
等
で

す
と
、
船
な
ど
を
使
う
と
搬
出
が
し
や
す
い
の
で

す
が
、
船
が
使
え
な
い
よ
う
な
山
手
の
、
し
か
も

比
較
的
経
済
的
に
厳
し
い
中
下
級
の
武
土
の
場
台
、

幸
い
擬
敷
地
は
狭
い
も
の
で
も
、
一
二

O
O坪
近
く

あ
り
ま
す
か
ら
、
屋
敷
内
で
処
域
主
れ
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
均
め
ら
れ
た
あ
と
に
、
先
ほ
ど
の
千

代
沼
区
の
例
で
す
と
、
低
地
で
は
杭
と
か
木
の
巡

回
一
八
、
備
な
ど
が
非
常
に
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
新
附
伯
区
の
場
合
、
ご
く
郊
の
低
地
遺
跡

を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
台
地
に
あ
り
ま
す
か
ら
、

木
の
も
の
な
ど
は
腐
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
、

結
果
的
に
陶
磁
総
類
、
瓦
の
み
が
残
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
が
悦
乱
と
い
う
か
、
後
の
将
代
、
同
問
え

ば
、
一
八
世
紀
に
槻
め
ら
れ
た
も
の
が
、
一
九
世

紀
の
人
に
よ
っ
て
掘
り
出
さ
れ
、
ひ
っ
か
き
回
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と

か
ら
も
幸
い
逃
が
れ
た
場
合
に
、
初
め
て
出
土
品

と
し
て
我
々
は
干
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
ま
す
と
、
出
土
品
と
ゴ
時

の
人
が
使
っ
た
生
活
問
災
と
の
閉
山
に
は
、
か
な
り

の
務
羨
が
あ
る
わ
け
で
す
。

絢
磁
器
類
を
兇
て
、
生
活
用
日
パ
の
復
元
が
す
べ

て
で
き
る
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
の
絢
磁
添
削
胡
は
、
非
常
に

多
く
の
山
野
市
揖
慨
に
分
化
し
て
い
て
、
生
滋
最
も
多
い

か
ら
で
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
そ
れ
ら
か
ら
当
時
吋
の

生
活
の
移
り
変
わ
り
が
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
与
え
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
視
点
で
、

っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

一
個
一
個
の
遺
跡
を
栂

幽
圏
西
谷
一
T
J
自
遺
跡

「
内
行
一
了
日
比
遼
跡
」
を
、
写
真
で
紹
介
し
ま

す
。
こ
の
透
跡
は
堀
沿
い
に
位
差
し
、
東
側
は
千

代
m
m
k
で
、
潟
刷
刊
は
迎
賓
館
あ
た
り
に
な
り
ま
す
。

四
ツ
谷
駅
の
北
側
が
、
江
戸
持
代
の
関
谷
の
入
口

で
、
閉
校
御
門
が
あ
り
ま
し
た
。
調
査
を
し
ま
し

た
の
は
、
外
堀
通
り
、
江
戸
時
代
に
は
「
御
堀
端

通
」
と
呼
ば
れ
た
所
で
す
。

発
揺
は
時
代
の
新
し
い
も
の
か
ら
、
上
か
ら
般

に
調
査
を
し
て
い
く
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
年
代

の
都
合
か
ら
、
下
の
ほ
う
か
ら
申
し
ま
す
。
い
ち

ば
ん
お
い
遺
構
か
ら
は
、
あ
ま
り
派
手
で
は
な
い

の
で
す
が
、
地
面
が
う
ね
っ
て
い
る
の
が
分
か
り

ま
し
た
。
こ
の
上
に
は
粘
土
を
含
ん
だ
砂
の
よ
う

な
も
の
が
ず
っ
と
数
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

出
土
遺
物
か
ら
箆
永
一
三
年
（
一
六
三
六
年
）
の

江
戸
域
外
堀
に
伴
う
盛
土
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
し

た
。
パ
ッ
ク
さ
れ
た
波
状
の
痕
跡
、
こ
れ
は
、
普

請
以
前
の
畝
、
畑
の
跡
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

写
真
6

こ
の
写
真
は
上
か
ら
見
た
と
こ
ろ
で
し

て
、
耕
し
た
跡
が
並
行
し
て
平
部
的
に
山
山
て
き
ま

し
た
。
四
谷
の
問
は
、
『
御
府
内
備
考
』
、
『
町
刊

方
童
百
上
』
等
を
見
ま
す
と
、
外
堀
普
認
が
行
わ
れ

る
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
原
野
に
近
い
と
い
う
記
述

も
あ
り
、
何
軒
か
の
民
家
は
ガ
然
あ
っ
た
の
で
し

ょ
う
が
、
ほ
と
ん
ど
は
農
地
や
雑
木
林
だ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

存
療
一
マ
関
谷
の
門
が
で
き
る
正
樹
の
と
こ
ろ
に
、

麹
識
と
呼
ば
れ
る
羽
子
板
状
の
祭
が
、
放
射
状

に
逮
ら
な
っ
て
送
機
と
し
て
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

麹
箔
の
床
は
、
本
来
は
地
阪
よ
り
二
一

3
悶
メ
ー
ト

ル
下
に
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
が
、
抑
制
っ
て

み
ま
す
と
、
そ
ん
な
に
深
く
な
い
と
こ
ろ
か
ら
出

て
き
て
し
ま
う
の
で
す
。
関
東
ロ
ム
慢
の
地
慢

の
縁
組
慣
の
枚
方
等
を
見
ま
す
と
、
こ
の
止
自
体
は

通
常
な
ら
ば
、
も
っ
と
淡
い
と
こ
ろ
か
ら
出
て
こ

な
い
と
い
け
な
い
地
層
に
当
た
る
の
で
す
が
。

写真6

写真7



麹
本
と
い
う
の
は
、
出
叩
を
育
て
る
た
め
、
保
温

と
山
体
制
山
性
に
霞
ん
だ
施
設
で
す
。
そ
し
て
議
掘
り

と
い
う
燐
造
で
す
か
ら
、
類
例
か
ら
は
淡
い
付
誌

に
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
で
す
か
ら
、

こ
の
部
分
が
江
…
戸
域
外
制
定
汗
請
に
お
い
て
削
削
り
取

ら
れ
た
地
勝
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
麹
｛
で
か
ら
、
初
期
伊
万
壌
、
一
七
品
川
紀
の

中
ご
ろ
の
碗
が
ま
と
ま
っ
て
山
山
て
い
ま
す
。
議
ね

た
状
態
の
ま
ま
出
土
し
て
い
ま
し
て
、
ほ
と
ん
ど

使
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が

し
ま
す
。
こ
の
地

F
H索
、
出
旭
川
明
白
体
が
一
六
三
六

年
に
は
川
崎
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

年
代
を
非
常
に
は
っ
き
り
不
し
た
資
料
か
と
思
い

ま
す
。
依
夜
間
町
立
九
州
陶
磁
文
化
館
の
柴
問
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
中
に
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
が
あ
り
ま

す。
こ
の
あ
た
り
の
地
形
は
も
と
も
と
か
な
り
起
伏

が
あ
り
ま
し
て
、
外
携
を
つ
く
る
と
問
時
に
、
低

い
所
に
は
盛
土
を
し
、
高
い
所
は
削
り
取
っ
た
の

だ
と
白
血
い
ま
す
。

明
治
に
な
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
篠
軍
参
謀
本

部
の
地
図
を
は
ま
す
と
、
情
制
限
、
活
り
が
走
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
谷
で
、
加
の
谷
が
一
本
、
北
側
か
ら

入
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
城
の
外
堀
は
も
ち
ろ
ん
お

抑
制
を
利
用
し
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

こ
の
谷
筋
は
す
べ
て
場
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

埋
め
ら
れ
て
い
る
部
分
や
大
き
く
削
削
り
取
ら
れ
て

い
る
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
二

つ
の
行
の
問
の
部
分
が
田
谷
塩
町
に
な
り
ま
す
。

写
真
B

切
り
上
の
前
側
に
盛
土
が
見
え
ま
す
。

こ
れ
は
お
綴
側
の
ほ
う
で
す
が
、
こ
う
し
て
土
を

積
み
上
げ
て
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
谷
が

斜
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。
感
土
を
す
る
と
き
に
、

っ
き
凶
め
て
い
ま
す
。
か
っ
、
土
が
軟
ら
か
い
の

写真8

写真9

16 

で
し
ょ
う
か
、
巻
き
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
状

態
で
す
。
で
す
か
ら
、
っ
き
問
め
な
が
ら
、
こ
れ

を
一
層
一
層
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
、
こ

の
地
同
胞
の
ね
じ
れ
と
い
う
か
、
軸
蹴
出
閉
し
た
よ
う
な

痕
跡
と
し
て
幾
っ
て
い
ま
す
。

写
真
9

こ
れ
が
削
削
り
取
ら
れ
た
部
分
で
、
お
繍

端
返
り
と
な
っ
た
、
道
路
部
分
の
路
阪
で
す
。
友

商
に
ミ
シ
ン
け
の
よ
う
な
初
み
が
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
お
そ
ら
く
こ
の
上
に
砂
利
と
か
土
等
を
敷

く
場
合
に
、
そ
れ
ら
の
馴
染
み
を
よ
く
す
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
か
と
撲
滅
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
怜
こ
れ
は
お
婚
に
沿
っ
て
つ
く
ら
れ
た
大

下
水
と
呼
ば
れ
る
遺
品
情
で
す
。
火
下
水
は
明
治
に

な
っ
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
い
時
代

に
積
み
直
し
た
り
、
新
し
い
石
が
入
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
紛
れ
て
切
り
取
っ
た
跡
も
見
え
ま
す
。

写
古
代
竹
こ
れ
が
大
下
水
の
脇
に
沿
っ
た
地
下
室

写真10

写真11



の
列
で
、

m
m
谷
塩
町
の
所
で
す
。
大
下
水
の
近
く

ま
で
掘
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
や
や
掛
離
れ
た
南
側

の
大
下
水
沿
い
で
は
木
枠
の
地
下
室
が
一
基
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

写
真
刊
は
こ
の
中
か
ら
、
鍛
と
か
鋭
筏
の
よ
う
な

も
の
が
ま
と
ま
っ
て
出
て
き
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
火

事
で
焼
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
均
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

写
真
日
こ
う
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
地
下
業
が
、

通
り
沿
い
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
あ
る

時
期
を
滋
に
蝋
燭
石
と
い
う
か
、
礎
石
が
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
お
そ
ら
く
裁
の
基
礎
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
い
う
形
で
間
関
を
め
寸
る
よ

う
に
基
礎
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
基
本
約
に
関
東

写真12

写真13

ロ
ー
ム
鰐
は
、
そ
れ
ほ
ど
軟
ら
か
い
で
は
な
い

の
で
、
お
を
配
叩
隠
し
て
い
く
だ
け
で
す
。
し
か
し
、

た
ま
た
ま
符
扱
っ
た
地
下
後
等
に
丞
な
る
部
分
は
、

畑
仕
め
土
セ
す
か
ら
軟
ら
か
で
す
。
そ
の
と
き
は
、

地
下
家
の
…
ぬ
か
ら
れ
を
積
み
上
げ
て
い
く
と
い
う

形
に
な
り
ま
す
。

写
真
の
地
下
後
は
、
こ
う
い
う
お
を
敷
い
て
、

し
か
も
何
回
も
つ
き
隠
め
る
と
い
う
形
で
蔵
の
跡

が
で
き
て
い
ま
す
。
何
川
出
も
石
を
敷
い
て
、
砂
を

数
い
て
店
側
み
議
ね
を
し
て
い
ま
す
。

m
出
谷
坂
町
刊
の
関
係
の
資
料
は
、
江
戸
東
京
博
物

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
民
の
資

料
と
し
て
は
二
級
の
も
の
で
す
。
人
別
様
等
も
ま

と
ま
っ
て
い
ま
す
し
、
明
治
四
年
の
段
階
で
す
が
、

屋
敷
の
閃
泌
が
大
体
ま
と
ま
っ
て
あ
り
ま
す
。

間出
1
は、

m凶
作
塩
町
一
丁
震
の
発
撚
範
凶
で
す
。

図
の
い
ち
ば
ん
下
の
ほ
う
に
大
下
水
が
あ
り
ま
し

て
、
一
ら
が
設
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
に
一
八
段
紀
代

に
は
地
下
宅
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
一
九

世
紀
に
入
り
ま
す
と
、
お
が
積
ま
れ
て
土
裁
の
基

礎
の
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
江
戸
東

京
博
物
館
所
織
の
ば
敷
絵
図
の
ど
れ
に
当
た
る
の

か
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
四
谷
塩
町
の

屋
敷
給
関
の
一
枚
（
図
2
）
が
、
た
ぶ
ん
こ
の
ぼ
位

協
の
反
敷
に
波
山
J

す
る
の
で
す
。
こ
の
図
に
は
、

ど
こ
の
場
所
と
い
う
こ
と
は
呉
体
的
に
は
護
か
れ

て
い
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と
図

2
で
は
兇
に
く
い
の

で
す
が
、
「
千
葉
一
月
畠
の
屋
数
」
と
書
い
て
あ
る

上
に
「
間
川
」
と
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
外
側
に
「
十

一
間
」
と
量
闘
い
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
出
入

口
の
側
が
十
二
院
も
と
れ
る
所
は
、
塩
町
一
丁
目

は
南
北
に
一
一
列
に
並
ん
で
い
る
た
め
、
そ
の
爾
側

以
外
に
な
い
わ
け
で
す
。

こ
の
燥
敷
絵
図
の
中
に
、
「
稲
街
」
と
書
い
で

あ
る
凶
品
川
い
建
物
が
兇
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
所
に

千
葉
一
刈
自
国
と
い
う
限
努
が
、
住
ん
で
い
た
こ
と
が

文
か
っ
て
い
ま
す
。
一
川
白
日
は
「
同
地
寿
丸
」
と
い
う

薬
を
つ
く
っ
て
売
っ
て
い
る
医
狩
で
し
て
、
そ
こ

に
は
廷
寿
稲
荷
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と

絡
め
て
薬
の
効
能
が
広
ま
っ
て
い
る
、
と
「
町
方

室
開
上
」
に
堂
開
い
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
屋
敷
の
稲
荷

は
ま
さ
じ
こ
れ
に
お
た
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

結
果
と
し
て
、
地
下
出
血
を
埋
め
た
行
で
総
ん
だ
基

礎
は
、
門
の
横
の
土
蔵
の
基
礎
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
す
べ
て
の
範
闘
を
揺
れ
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
が
、
♂
九
世
紀
そ
ら
い
に
な
っ
て
き

ま
す
と
、
お
お
よ
そ
、
こ
の
屋
敷
閉
山
間
ど
お
り
の

遺
構
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
う
し
て
み
ま
す
と
、
江
戸
東
京
博
物
鍛
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
絵
図
面
は
、
遺
跡
の
上
か
ら
も
非

常
に
実
際
を
表
し
て
い
る
資
料
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
す
べ
て
の
関
函
の
寸
法
を
と

っ
て
起
こ
し
て
み
ま
す
と
、
例
え
ば
、
小
さ
な
二

階
建
て
の
建
物
が
外
堀
通
り
沿
い
に
い
く
つ
も
放

ん
で
建
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。
そ
れ

は
、
遺
跡
で
見
つ
か
る
地
下
室
の
分
布
と
非
常
に

よ
く
似
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
地
下
室
の
上
に

こ
う
い
う
建
物
が
建
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
か
、

17 



姉尽き
図 1

；；γ 

18 

地
下
が
あ
る
一
一
階
建
て
の
建
物
が
存
在
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
明
治
凶
年
の
段
階
で
す
か
ら
、
一
部

に
土
蔵
が
見
ら
れ
ま
す
。
非
常
に
立
て
込
ん
で
い

ま
す
。
た
だ
、
奥
の
ほ
う
に
入
っ
て
い
き
ま
す
と
、

借
家
が
あ
っ
た
り
、
長
Mm
の
よ
う
な
建
物
に
大
工

が
一
世
殺
し
か
住
ん
で
い
な
か
っ
た
り
と
、
中
心

部
の
町
屋
と
は
違
っ
て
余
硲
が
あ
る
建
物
の
配
震

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
赤
沢
春
彦
氏
・
北
原
糸
子
氏
が
人
別
相
慨
を
分

析
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
店
傍
人
が
凶

待
と
か
市
谷
の
旗
本
、
御
家
人
に
町
内
百
両
も
お
会

を
貸
し
て
い
る
、
と
い
う
記
事
も
出
て
き
ま
す
。

そ
れ
が
返
っ
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
裁
判
に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
川
口
お
の
塩
町
を
問
見
る
閉
山

り
で
は
、
そ
の
住
民
は
必
ず
し
も
貧
し
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

以
上
で
、
「
む
一
戸
の
西
縁
」
の
講
演
を
終
わ
り

之
仇
品

9
0
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討
論

。
小
林
討
論
は
、
都
市
江
戸
へ
の
研
究
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
仕
方
、
土
木
工
事
、
使
日
出
の
発
憾
な
ど

を
中
心
に
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
メ
ン
テ
！
タ
！
の
方
を
お
綴
い
し
て
い
ま
す

の
で
、
の
ち
ほ
ど
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
後
藤
さ
ん
に
、
法
政
大
学
の
潟
村
さ
ん

か
ら
質
問
が
き
て
い
ま
す
。
内
的
廿
は
「
一
八
位
紀

以
降
に
展
開
問
す
る
砂
利
か
ら
木
杭
、
醐
岬
・
縫
石
は
、

一
般
的
に
時
間
の
変
遷
に
よ
る
技
術
変
革
と
解
釈

し
て
よ
ろ
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
場
の
立
地

条
件
（
滋
地
や
こ
う
士
）
、
建
物
の
規
模
（
積
一
ぃ
、

軽
い
）
と
の
関
係
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
武
家
緩
敷
、
町
向
原
、
農
家
の
礎
お
の
遠
い
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
質
問
で
す
。

私
も
こ
の
こ
と
に
は
、
興
味
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
蝋
燭
地
業
と
い
う
の
は
、
幕
末
の
頃
で
は

な
い
か
と
、
以
前
に
悠
築
出
入
の
稲
葉
和
也
先
生
と

話
し
ま
し
た
。
松
杭
を
多
量
に
立
て
る
甘
控
縫
機
逃

が
、
い
く
つ
か
の
遺
跡
で
幕
末
ぐ
ら
い
に
出
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
影
響
か
と
い
う

気
が
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な

い
ら
し
い
。
し
か
し
、
総
杭
の
あ
り
方
を
見
ま
す

と
、
松
杭
の
本
数
な
ど
が
、
今
ま
で
掘
り
出
さ
れ

た
も
の
よ
り
刊
行
F
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
の
点
も
含
め
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

O
後
藤

ま
ず
、
地
形
的
な
状
況
が
大
い
に
考
え

ら
れ
ま
す
。
太
蔵
の
構
治
を
い
く
つ
か
掘
削
査
を
し

ま
し
た
。
土
蔵
に
閉
山
ら
ず
、

t
に
重
た
い
構
造
物

が
乗
る
よ
う
な
甘
明
礎
構
造
に
な
り
ま
す
と
、
山
総
本

町
の
町
隠
遺
跡
で
も
そ
う
で
す
が
、
係
行
下
に
杭

を
打
っ
て
、
枕
木
を
敷
い
て
土
合
木
を
敷
く
と
い

う
構
造
が
一
般
的
で
し
た
。
も
っ
と
も
、
古
い
段

階
で
は
い
机
な
ど
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
一

方
、
台
地
に
な
り
ま
す
と
、
非
常
に
地
盤
が
よ
い

間
阿
南
米
口

i
ム
腐
に
蝋
燭
石
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す

が
、
構
造
的
に
あ
の
よ
う
に
土
台
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
む
し
ろ
、
木
を
使
う
と
腐
っ
て
落
ち
る

と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
非
常
に
飼
い
地
盤

ま
で
掘
り
下
げ
て
蝋
燭
地
業
に
す
る
の
で
す
。
そ

う
い
う
構
造
上
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
蝋
燭
地
業
の
時
期
的
な
こ
と
を
申

し
ま
す
と
、
山
有
本
町
の
町
屋
の
遺
跡
に
開
倒
し
て
品
川
口
一
口

え
ば
、
土
蔵
廷
一
係
一
が
抽
持
地
業
か
ら
蝋
燭
地
業
に
変

わ
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
般
佑
で
き
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
蝋
燭
あ
が
使
わ
れ
る
時
期
は
、
一
九
世

紀
の
新
し
い
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

飯
田
町
で
は
水
枕
が
打
た
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
一
八
世
紀
末
の
党
政
凶
年
に
大
規
模
な
火
災

が
あ
り
、
そ
の
復
興
の
と
き
に
杭
が
打
た
れ
た
こ

と
が
篠
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
一
八
位

紀
米
か
ら
一
九
位
紀
初
頭
に
何
ら
か
の
技
術
革
新

が
あ
っ
た
と
い
う
感
じ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

低
地
で
の
近
代
煉
瓦
い
つ
く
り
建
築
の
基
礎
を
見

た
り
、
ま
た
、
近
代
の
煉
瓦
れ
つ
く
り
な
ど
に
立
会

い
ま
す
と
、
必
ず
低
地
で
は
木
の
い
机
が
基
礎
矯
造

の
下
に
打
た
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
、
時
期

を
幕
末
と
か
明
治
と
か
子
叶
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

今
聞
の
湖
底
抗
で
、
江
戸
の
後
半
販
問
ほ
階
に
発
見
主

れ
た
と
い
う
の
は
、
大
き
な
成
果
だ
と
忠
い
ま
す
。

。
小
林
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
本
町
遺

跡
は
、
後
藤
さ
ん
が
お
話
さ
れ
た
長
縦
、
向
山
肢
の

遺
跡
で
、
い
ま
そ
の
結
果
を
融
市
海
中
で
す
。
縦
約

書
の
出
版
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
波
多
野
先
生
か
ら
も
ど
感
想
や
ご
質

問
な
ど
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
波
多
野
刷
問
え
ば
、
ム
ア
の
基
礎
の
話
ぐ
ら
い
で

し
た
ら
、
建
築
の
康
史
や
技
術
を
専
問
川
と
す
る
者

な
ら
分
か
っ
て
い
て
い
い
で
は
な
い
か
と
、
私
ど

も
は
叱
ら
れ
る
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

東
京
の
中
に
江
戸
時
代
の
町
民
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

も
し
あ
っ
て
も
、
解
体
し
て
地
下
送
機
ま
で
調
資

し
な
い
こ
と
に
は
、
基
機
構
造
は
分
か
ら
な
い
。

発
掘
調
開
畿
の
成
果
こ
そ
、
最
も
誠
一
安
な
、
閉
山
（
体
的

な
状
況
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
は
、
今
日
、
お
－
話
を
総
く
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
考
古
の
人
た

ち
に
意
地
悪
な
皆
同
腐
を
度
々
し
て
き
ま
し
た
。

「
な
ぜ
遺
構
は
地
下
に
あ
る
の
か
。
も
し
、
遺
一
橋

が
全
部
地
下
に
あ
る
と
し
た
ら
、
地
球
は
だ
ん
だ

ん
膨
ら
ん
で
い
る
の
か
。
あ
る
い
は
、
山
が
削
ら

れ
て
全
体
が
平
ら
に
な
っ
て
、
地
球
は
だ
ん
だ
ん

の
っ
ペ
ら
ぼ
う
に
な
る
の
か
」
と
い
う
素
朴
な
安

Q
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間
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
少
な
く
と

も
、
江
戸
に
粛
し
て
は
今
汀
随
分
は
っ
き
り
し
ま

し
た
。
人
為
的
な
い
桁
栄
と
し
て
、
退
陣
附
は
地
下
に

塚
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

私
は
滋
ば
な
ど
の
低
巡
地
で
、
品
川
掘
に
お
付
合

い
を
し
て
い
ま
す
が
、
澄
檎
が
深
く
て
、
一
一
メ
ー

ト
ル
、
時
二
メ
ー
ト
ル
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

治
決
弘
主
ん
が
「
：
凡
ド
は
江
戸
の
遺
跡
」
と
い

う
よ
う
な
表
現
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
一
一
…

尺
と
い
う
数
字
が
、
場
所
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

の
で
す
。
千
代
間
以
で
も
、
低
湿
地
の
ほ
う
に
な

り
ま
す
と
か
な
り
深
い
。
逆
に
山
口
地
上
の
枯
中
間
辺

り
だ
と
、
山
0
3
五
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
弥
生

の
滋
跡
が
出
て
し
ま
う
。
な
ぜ
遺
構
と
い
う
も
の

が
存
花
す
る
の
か
が
、
や
っ
と
制
附
け
た
と
い
う
気

が
し
て
い
ま
す
。

意
地
の
盛
山
い
こ
と
を
な
ぜ
一
一
日
う
か
と
市
し
ま
す

と
、
福
島
県
終
梯
附
刊
に
閉
山
汀
与
と
い
う
平
安
時
代

の
寺
院
跡
が
あ
り
ま
す
。
点
パ
ん
中
の
低
地
に
本
営
…

が
あ
り
、
間
関
の
山
の
問
団
根
に
閉
鎖
が
あ
り
ま
す
。

子
年
終
っ
て
い
る
塔
必
の
終
γ
引
が
、
今
で
も
地
上

で
目
見
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
こ
は
森
の
中
で
す
か
ら
、

枯
れ
葉
が
務
ち
て
、
ぞ
れ
が
土
に
な
れ
ば
き
っ
と

壊
ま
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
如
何
ま
っ
て
い
な
い

の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
や
は
り
日
然
現
象
だ
け

で
埼
ま
っ
た
と
い
う
瑚
解
に
は
か
な
り
然
環
が
あ

る
。
今
日
初
め
て
、
江
戸
と
い
う
の
は
か
な
り
つ

く
ら
れ
た
都
市
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

。
小
林
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
か
ら
後
藤
さ
ん
に
質
問
が
あ
り
ま
す
。
さ
き

ほ
ど
、
赤
坂
の
溜
池
は
、
自
然
科
学
的
な
分
析
で
、

一
八
世
紀
中
ご
ろ
に
汚
水
が
入
っ
て
き
た
こ
と
が

分
か
っ
た
、
と
い
う
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
汚

水
が
入
っ
て
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
を
も
う

少
し
詳
し
く
お
院
き
た
い
の
で
す
が
。

。
後
藤
淑
池
の
識
査
で
は
、
歴
史
民
俗
博
物
館

の
辻
先
生
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
科
学
分
析
を

し
ま
し
た
。
大
史
植
物
遺
体
、
花
粉
分
析
、
政
務

分
析
、
柏
崎
賞
、
純
代
を
特
定
す
る
火
山
灰
の
誠
殺

を
総
合
的
に
鴎
み
合
わ
せ
ま
す
と
、
自
然
科
学
的

に
は
、
一
八
世
紀
初
鎖
に
腐
水
環
境
が
遂
行
し
た

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
大
き
な
手
が
か
り
に
な
り
ま
し
た

の
が
、
珪
藻
化
γ
ね
と
い
う
も
の
で
す
。
瑛
藻
と
は

藻
類
の
殺
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
非
常
に
清
ら
か

な
水
の
中
で
生
育
す
る
樋
、
濁
っ
た
水
の
中
で
生

育
す
る
殺
と
い
う
よ
う
に
、
注
情
操
の
日
開
殺
を
分
析

し
て
い
き
ま
す
と
、
ど
n

つ
い
う
環
境
の
中
に
そ
の

淀
川
法
が
ホ
ー
引
け
し
た
の
か
が
分
か
り
ま
す
。
分
析
の

結
果
、
非
常
に
濁
っ
た
潔
境
の
中
で
生
成
す
る
よ

う
な
政
藻
が
、
一
八
世
紀
初
頭
の
段
階
で
多
く
な

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

地
下
鉄
七
号
線
遺
跡
調
売
で
は
、
建
築
史
や
文

宣
問
、
考
土
問
、
自
然
科
学
の
先
生
方
と
一
緒
に
、
何

度
も
夜
中
ま
で
打
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。
そ
の

成
果
と
し
て
、
一
八
世
紀
初
頭
に
非
常
に
汚
い
埋
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立
て
を
し
て
、
宅
地
化
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
腐
水
環
境
が
進
行
し
た
こ

と
は
、
間
開
発
が
進
み
、
人
ヤ
が
多
く
住
む
よ
う
に

な
っ
て
、
水
辺
の
環
境
が
汚
染
さ
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

。
小
林
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

コ
メ
ン
テ
1
タ
！
の
小
沢
一
詠
美
子
さ
ん
か
ら
、

コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
小
沢
詠
美
子

持
聴
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
私
の
ニ
昂
い

た
い
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
波

多
野
先
生
が
一
言
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
私
の
専
門

は
文
献
史
学
で
す
が
、
や
は
り
考
古
学
は
す
ご
い

と
思
い
ま
し
た
。
「
地
下
一
一
尺
は
江
戸
の
議
」
と

い
う
遺
跡
陪
肢
を
見
ま
し
た
と
き
に
、
向
一
か
ら
鱗
の

世
界
で
し
た
。
こ
う
い
う
方
法
で
歴
史
学
の
分
析

が
で
き
る
の
か
と
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
は
、
文
献
と
考
古
と
だ
け
で
は
な
く
て
、

都
市
史
を
研
究
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
同
民
俗
学
、

美
術
、
建
築
、
短
文
学
の
資
料
な
ど
を
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
使
っ
て
、
研
究
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ

う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
共
通
三
週
間
を
ど
う

や
っ
て
見
つ
け
て
い
く
や
化
か
う
こ
と
で
す
。
ぉ

聴
き
し
て
い
ま
す
と
、
地
下
室
と
い
う
言
い
方
が



多
く
出
て
き
ま
し
た
。
臨
時
き
な
が
ら
、
地
下
容
は

ど
う
定
義
す
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

4
Yう
じ
む
ろ

確
か
に
史
料
用
語
役
札
て
は
、
麹
議
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
し
、
穴
笈
と
い
う
一
ぎ
い
方
も
あ
り
ま

す
。
ど
う
も
、
同
船
木
宏
栽
培
す
る
と
き
に
地
下
に

掘
ら
れ
た
穴
の
こ
と
は
、
穴
」
径
と
一
一
日
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
そ
れ
か
吟
、
今
日
川
誠
と
い
う
表
現
も
あ
り

ま
す
。
実
は
私
は
地
下
宗
と
い
う
史
料
用
語
は
、

見
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
。

明
治
に
な
っ
て
よ
う
や
く
地
中
ム
本
と
い
う
詩
一
日
い

ち

か

お

。

方
は
山
山
て
く
る
の
で
す
が
、
地
下
室
と
い
う
一
言
い

方
は
出
て
こ
な
い
の
で
す
。
そ
れ
は
史
料
用
認
な

の
か
、
そ
れ
と
も
現
代
人
が
現
代
用
諮
と
し
て
噴

門
ズ
い
る
一
一
一
一
閃
菜
な
の
で
し
ょ
う
か
。
現
代
人
で
地

下
室
の
こ
と
を
「
ち
か
む
ろ
」
と
一
万
っ
て
い
る
人

は
、
一

O
O
人
間
関
い
て
も
一

0
0人
い
な
い
だ
ろ

う
と
忠
う
の
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
考
歯
学
特
有

の
一
言
活
を
、
文
献
史
学
、
民
俗
学
、
そ
の
他
の
分

野
と
ど
う
共
有
し
て
い
く
か
。
ど
う
定
義
付
け
を

し
て
、
実
際
に
こ
の
透
構
に
関
し
て
は
ど
う
い
う

表
現
が
い
ち
ば
ん
正
し
い
の
か
、
と
い
う
す
り
合

わ
せ
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。

。
小
林
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
返

り
で
す
。
者
干
コ
メ
ン
ト
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ち
い
い
ハ
雑
用
語
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
山
問
え
ば
、

地
下
室
は
、
考
古
学
史
か
ら
き
た
用
語
で
す
。
戦

前
、
お
茶
の
水
に
あ
り
ま
す
、
続
在
の
東
京
医
科

一一ょっ
L
む
ろ

品
開
科
大
学
の
辺
り
で
麹
釜
の
よ
う
な
も
の
が
出

て
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
今
で
一
一
添
え
ば
、
文

部
省
の
研
究
賓
が
使
っ
た
山
間
活
で
、
そ
れ
が
学
史

的
に
考
古
学
の

m話
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

ぞ
れ
は
、
地
下
に
あ
っ
て
、
あ
る
程
度
の
桝
規
模
を

持
っ
た
人
為
的
に
掘
ら
れ
た
も
の
と
、
時
代
約
な

限
定
も
な
く
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地

下
祭
は
研
究
史
的
に
み
ま
す
と
、
最
初
に
考
古
学

者
が
呼
ん
だ
一
万
葉
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

考
ム
ヱ
同
学
の
間
同
認
は
、
最
初
に
そ
れ
を
侭
と
呼
ぶ

か
で
規
定
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
銀
か
に
小
沢
さ

ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
通
り
、
今
後
、
文
献
史
学
の

方
々
と
設
す
中
で
「
自
分
は
、
こ
う
い
う
意
味
で

こ
う
い
う
用
語
を
使
う
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、

き
ち
ん
と
言
わ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

も
う
お
一
人
の
コ
メ
ン
テ
！
タ

i
、
小
津
弘
先

生
に
も
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
小
津
弘

、
江
戸
東
京
博
物
館
の
小

津
弘
で
す
。
私
は
日
本
美

術
史
、
生
活
風
俗
史
が
専

門
で
す
。

都
市
と
近
郊
史
の
お
話

の
中
で
、
議
裂
な
指
摘
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

新
総
区
と
千
代
田
区
の
事
例
で
、
近
郊
と
の
境
屈

が
遺
跡
か
ら
も
は
っ
き
り
分
か
る
、
と
い
う
ご
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
火
災
や
地
震
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
地
層
の
状
態
か
ら
、
生
活
器
具
が
姶

て
ら
れ
た
り
す
る
さ
ま
ぎ
ま
な
段
階
が
あ
る
の
だ
、

と
い
う
ご
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

代
袋
的
な
江
戸
の
大
名
屋
数
だ
と
か
町
民
の
考

古
的
な
遺
物
の
発
扱
が
あ
っ
て
、
考
し
γ
什
学
持
が
そ

れ
を
誠
査
研
究
す
る
。
そ
の
成
果
が
…
人
忠
き
す

る
の
で
は
な
く
て
、
第
一
段
間
で
学
際
的
研
究
が

な
さ
れ
る
こ
と
、
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

江
戸
の
町
が
捌
ら
れ
て
、
分
か
っ
た
も
の
を
数

回
墜
化
し
、
地
域
特
性
化
し
、
時
代
変
選
化
す
る
と

い
う
作
業
が
、
こ
れ
か
ら
は
技
術
的
な
窓
妹
に
お

い
て
、
た
い
へ
ん
玄
研
究
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
逆
に
、
数
最
化
に
よ
っ
て
一

つ
の
生
活
構
造
が
制
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
単
純
に
母
出
学
の

遺
物
を
一
つ
一
つ
評
価
す
る
の
で
は
な
く
て
、
江

戸
時
代
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
で
見
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
試
一
戸
時
代
に
は
、
火
災
、
池
袋
、
風
水

害
、
幕
末
に
は
合
戦
も
あ
っ
た
時
代
な
の
で
す
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

近
位
考
古
学
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
近
代
や
現
代

考
十
日
学
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
ま
さ
に
波
多

野
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
ど
こ
の
部
分

が
表
層
な
の
か
、
す
寸
下
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く

て
、
削
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
感
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
現
象
が
起
き
て
く
る
わ
け

で
す
が
、
そ
う
い
う
問
題
を
含
め
て
、
全
体
的
な

把
握
が
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
怠
わ
れ
ま
す
。
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O
小
林
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
な
た
か
、
ご
質
問
は
ご
ぽ
い
ま
せ
ん
か
。

。
隊
内
秀
信

今
日
は
刺
激
的
な
お
品

を
う
か
が
っ
て
、
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、
江
戸
城
が
あ
れ
だ

け
か
地
を
改
変
し
て
、
盛

っ
て
、
本
丸
の
潟
さ
を
州
仰
ぐ
ら
い
に
し
て
、
そ
の

上
に
天
守
閣
を
つ
く
っ
た
お
訴
は
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

で
し
た
。

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
加
問
え
ば
、
本
丸

を

A
0
メ
ー
ト
ル
の
」
尚
さ
ま
で
、
一

0
メ
ー
ト
ル

感
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
掘
っ
て
地
察
で

篠
認
で
き
る
の
で
す
よ
ね
。
そ
う
し
ま
す
と
、
潮

時
比
坂
な
ど
は
、
か
な
り
人
工
的
に
つ
く
ら
れ
た
設

聞
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
道
滋
械
な
ど
の

先
行
す
る
お
減
の
同
情
遊
が
、
あ
る
刊
何
度
あ
っ
た
上

に
、
家
康
が
お
城
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
つ
く
り
直

し
た
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
本
丸
の
佼
震
が
ど

う
し
て
あ
そ
こ
に
決
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

築
城
論
と
か
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
か
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
想
像
さ
れ
て
き
て
、
大
変
凶
門
け
い
一
ア

！
？
に
結
び
付
い
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う

気
が
し
ま
し
た
。
二
ハ
品
川
紀
去
に
、
こ
の
よ
う
な

大
規
模
な
江
戸
城
が
築
か
れ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で

の
築
城
の
経
験
を
踏
ま
え
た
し
L

の
こ
と
と
患
う
の

で
す
。
そ
の
巡
り
の
こ
と
は
、
波
多
野
先
生
に
教

え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

O
後
藤
送
潅
の
江
戸
城
は
、
さ
ま
ぎ
ま
な
説
が

あ
り
ま
す
。
当
時
の
史
料
に
見
ら
れ
る
江
戸
城
の

地
形
と
記
載
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
と
、
本
丸
、

二
の
丸
辺
り
と
え
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
発
強

調
査
か
ら
考
え
ま
す
と
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
と

い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
地
形
的
に
、
江
戸
城
は
、

北
の
丸
か
ら
張
り
出
す
一
白
状
の
台
地
と
吹
上
の
ほ

う
か
ら
伸
び
て
い
く
台
池
を
絹
張
り
に
し
て
い
ま

す
。
吉
沢
ん
中
の
泣
浴
場
等
は
、
本
来
は
谷
地
形
だ

っ
た
所
な
の
で
す
。
そ
う
考
え
ま
す
と
、
吹
上
の

所
か
、
本
丸
、
北
の
丸
の
巡
り
の
ど
ち
ら
か
に
な

り
ま
す
。
平
川
川
と
の
関
連
か
ら
し
ま
す
と
、
本
丸

辺
り
に
な
る
の
で
す
。
し
か
し
、
近
代
美
術
館
の

遺
跡
か
ら
、
江
戸
城
の
一
角
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
送
機
も
出
て
い
ま
す
。
本
丸
の
嬢
土
か
ら
は
、

本
来
の
滋
浴
の
紅
一
戸
城
は
本
丸
よ
り
も
む
し
ろ
北

の
ほ
う
に
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
丸
か
ら
一
一
一
の
丸
を
－

0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
盛
っ

て
い
ま
す
。
制
倒
見
坂
は
、
本
丸
と
二
の
丸
を
画
す

る
坂
道
で
、
乃
は
吋
は
江
戸
港
の
鯨
が
見
え
た
と
こ

ろ
か
ら
「
潮
見
坂
」
と
名
前
が
付
い
た
の
で
す
。

お
そ
ら
く
そ
こ
も
大
規
模
な
盛
た
を
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
本
丸
、
二
の
丸
、
三
の
丸
と
だ
ん
だ

ん
に
低
く
な
っ
て
い
く
傾
斜
地
だ
っ
た
所
を
、
大

き
な
盛
り
土
を
し
て
石
認
を
築
き
な
が
ら
、
本
丸
、

二
の
丸
、
三
の
丸
と
旧
相
次
下
げ
て
い
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

2
 

2
 

江
戸
城
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
や
数

少
な
い
識
査
か
ら
考
え
ま
す
と
、
創
建
計
時
の
江

戸
城
の
石
認
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
俗
、
ら
か
の
手
が

加
わ
っ
て
い
ま
す
。
地
授
や
災
詳
の
術
文
山
円
以
上
に
、

地
形
的
な
問
題
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
規
模
に
造

成
を
し
て
開
発
を
し
ま
す
と
、
反
対
の
也
事
柄
と
し

て
、
山
紛
れ
る
と
い
う
こ
と
が
お
戸
城
の
石
績
で
は

頻
繁
に
あ
り
ま
し
た
。
地
形
を
大
規
模
に
改
変
し

て
築
城
を
行
っ
た
の
で
、
附
腿
一
長
期
以
来
の
石
刻
一
は

ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

O
波
多
野
私
も
陣
内
先
生
と
同
じ
感
惣
で
す
。

平
城
京
、
平
安
京
の
碁
盤
白
状
町
刻
り
は
、
商
代

権
力
の
大
き
さ
を
象
徴
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
形
を
無
視
し
て
も
都
市
設
計
を
す
る
と
い
う
暴

力
的
な
と
こ
ろ
が
古
代
社
会
で
、
も
う
少
し
丁
寧

に
地
形
を
読
み
込
ん
で
、
土
砂
の
移
動
司
法
を
な
る

べ
く
減
ら
し
て
、
と
い
う
も
の
が
近
世
社
会
だ
、

と
私
は
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
ま
す
。
陣
内
先
ー
笠
へ
の
答

え
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
。

。
小
林
私
か
ら
同
柏
木
さ
ん
に
、
お
開
聞
き
し
ま
す
。

非
日
常
的
出
店
棄
の
回
数
が
多
い
か
少
な
い
か
は
、

屋
敷
を
替
え
た
り
、
移
転
し
た
り
と
い
う
こ
と
が

背
禁
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が

明
治
初
頭
に
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の

で
す
が
、
こ
れ
は
旗
本
の
事
例
か
ら
な
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
も
、
四
谷
一
一
j
B遺
跡
の
は
公
民
で



す
と
か
町
人
の
家
の
事
例
も
含
め
て
、
明
治
初
頭

に
多
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

。
開
閉
木
多
く
の
小
規
模
な
旗
本
や
御
家
人
口
煩
敷

で
は
、
幕
府
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
ぷ
本
的

に
は
、
明
治
政
府
に
仕
え
る
か
、
そ
の
場
所
を
引

き
払
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

ぞ
れ
は
一
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
町
叫
ロ
肢
に
つ
い
て

は
、
先
ほ
ど
の
図
闘
は
明
治
四
年
の
も
の
で
す
。

惜
幡
町
自
体
は
、
最
大
持
で
ニ

O
O
世
帯
、
八

0
0

人
ぐ
ら
い
が
什
は
ん
で
い
た
と
一
万
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

明
治
四
年
の
段
階
で
は
、
一
五

O
泣
機
、
一
方
0
0

人
そ
ら
い
に
ま
で
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
明
治
に
な
っ
て
の
急
激
な
変
化
と
い
う
の
で

は
な
く
て
、
そ
れ
よ
り
前
か
ら
徐
々
に
減
り
始
め

て
い
る
の
で
す
。
ク
リ
ア
！
な
情
報
が
な
か
な
か

出
て
き
ま
せ
ん
。

O
小
林
分
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
千
代
畑
区
や
新
向
田
区
の
事
例
の
よ
う
に
、

総
別
の
遺
跡
を
き
ち
ん
と
発
倒
し
て
い
き
ま
す
と
、

地
域
の
震
史
に
提
一
読
し
て
い
け
ま
す
。
今
の
と
こ

ろ
、
四
谷
の
一
地
域
や
、
江
戸
城
の
一
叩
掛
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
各
区
で
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
ま
ま
で
は
「
お
お
よ
そ
概
略
は
こ
う

な
の
か
な
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
出
曲
さ
れ
て
い
た

も
の
が
、
実
際
の
資
料
か
ら
、
江
戸
城
は
こ
う
だ

っ
た
、
幕
末
か
ら
明
治
の
町
口
慢
の
生
活
は
こ
う
だ

っ
た
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
変
わ
ら
な
か
っ
た
、
こ

の
段
階
で
変
わ
る
、
と
い
う
こ
と
を
提
示
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
考
古
学
の
資
料
か
ら

説
得
力
あ
る
形
で
発
圭
一
閃
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
近
杭
考
中
出
ゆ
ナ
で
は
、
刑
制
場
を

非
常
に
大
事
に
し
て
、
田
川
畑
明
か
ら
も
の
を
考
え
て

い
く
、
一
つ
の
遺
物
、
一
つ
の
遺
構
を
火
事
に
し

て
、
そ
こ
か
ら
地
域
を
考
え
、
都
市
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
、
今
日
、
示
し
て

い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

波
多
野
先
生
か
ら
も
、
二
ゴ
＝
而
お
願
い
し
ま
す
。

。
波
多
野
実
は
、
考
治
学
と
い
う
学
問
に
は
少

し
問
問
題
が
あ
り
ま
す
。
科
学
と
い
う
の
は
追
実
験

が
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
あ

る
発
掘
調
査
に
つ
い
て
、
同
じ
体
験
を
同
じ
場
所

で
も
う
こ
山
見
せ
て
く
れ
と
言
わ
れ
て
も
、
多
く

の
場
合
、
遺
構
は
す
で
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
て
い

て
不
可
能
で
す
。
掘
っ
て
い
る
人
は
、
も
の
す
ご

く
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

感
じ
て
い
る
こ
と
が
本
当
に
番
か
れ
て
い
る
か
と

い
う
と
、
報
告
書
で
は
か
な
り
遠
慮
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
。
後
の
人
が
党
て
も
書
け

な
い
の
で
す
か
ら
、
制
概
告
震
の
べ
！
ジ
の
色
を
変

え
て
で
も
い
い
か
ら
、
大
問
な
こ
と
を
書
い
て
ほ

し
い
と
思
う
の
で
す
。
こ
れ
が
私
の
同
期
待
で
す
。

O
小
林
ム
ァ
円
口
は
会
場
に
小
木
新
造
先
生
に
も
お

越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
二
＝
問
い
た
だ
い
て
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
締
め
に
し
た
い
と
怠
い
ま
す
。

。
小
木
新
造

今
日
う
か
が
っ
て
い
ま

し
て
、
文
献
史
学
は
も
っ

と
勉
強
し
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

委
員
会
で
、
波
多
野
さ
ん
が
今
ロ
の
こ
の
会
側
を

一二

O
分
ぐ
ら
い
堂
々
と
述
べ
た
の
で
す
。
な
ぜ
か

と
開
聞
く
と
、
「
近
役
考
古
は
、
す
ご
い
」
と
お
っ

し
ゃ
る
。
自
分
の
ほ
う
の
建
築
史
は
、
「
勝
負
に

な
ら
な
い
」
と
お
っ
し
平
る
の
で
す
。
近
批
考
古

学
に
は
、
新
し
い
一
郎
と
い
う
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
い
ち
ば
ん
大
事
な
の
は
、
ム
え
猷
史
学

の
裏
打
ち
を
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
尚
子
際
研
究
を
大
い
に
や
っ
て
い
こ
う
」
と
い

う
の
が
、
我
々
の
研
究
会
、
江
戸
東
京
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
最
初
か
ら
の
趣
旨
で
し
た
。
そ
う
い
う
形
で

や
っ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
。
こ

う
い
う
形
が
で
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
学
際
領
域
の

研
究
が
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
ば
、
本
当
の
こ
と
が

分
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
い
ち
ば
ん

大
事
な
の
は
、
自
分
の
専
門
と
い
う
も
の
を
生
か

す
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

。
小
林
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

第
一
四
五
回
、
な
戸
東
京
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
遺

跡
か
ら
江
戸
の
生
活
文
化
を
探
る

i
江
一
戸
考
古
学

最
新
情
報

i
」
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
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細江戸東京フォーラム話題一覧
（ ）内の所属は話題瞳洪時のもの

1986年7月～12）寺

第H<TI 江戸東京フォーうム委員会の進め方と話題提供・・・・・・小木 新逃（庶史民俗博物館）
第21＜~ 都市F層社会の形成と変夜・・・.....................fA] EE 雄造（東洋大学工学部）

第3間 やわちかい都di構造・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・枠内 秀 f,'¥（法政大学工学部）
第4陪 考現学の寺山学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・佐藤 健 三（法政大社会学部）
第51自 明治織の道路（街区）・路地の版員基準について・・・・・石田 頼局（都ま火都市セント）

1987年1月～12fl
第61<母 博覧会と感り場の明治・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・j当見 俊哉（東京大学文学郎）

第71<TI Wl治朗の繁華街の建築・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・有jEE 宇（工学院大学）
第8[r百 j東京のけ告・f1'15史・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・IおIII徳之輔 (i主投経済研究所）
第9[r百 il戸の構成と構造・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・加藤 資（北［主教育委民会）
第10国 水の者1・深Ill成立史・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・汽 M¥f建…民自（成城大文広学部）
策11罰：i 江戸の建築技術・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・西 和夫（神奈川大工学部）

第12由 松irli武凶郎のー畳敷の書斎・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・へンリャースミス（コルt'7大’芋）
第13@] 徳川の！日家庄のみた、江戸・東京・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・井上 勲（学野焼大文学部）

第14回 路上から見た江戸・東京・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・藤森 照信（東京大学定1育研）
第15痕i 東京審物探索入門・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大病 変身（都丘中央図書館）

第16西 神田のサウンド・スケープの研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鳥越けい子（法政大学）

1988年1fl～12月
第17府！ 絵画史料にみる江戸の問・・・・・・・・・・－・...・・・・・・・・・・・波多野 純（臼本工業大工学邸）
第18田 明治期東京の飲料水販売・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・松平 藤夫（東京都公文書館）
第19凶 江戸城御殿の案内空間について

－~車需函下絵による復原 ・・・・・・・・岨・・・・・・・・・・・・・・・閥
第20田 小江戸・Ill越のまちとすまい・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・内的
第21照 現代東京の祝祭・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・松平

第22@1 丸の内の変遷とそこに働くサラリーマンの職と住・・・・岡本
第23回 浅草寺の境内・門前世界・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・竹内
第24[9] 都心定住を考える 市街地の「町Jの現代的意味ー・・奥田

第25回 都市社会議査の歴史から・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・佐藤

第26限 世界都市東京の光と影・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・町村

1989年1月～12月

和夫（神奈川大工学部）
雄造（東洋大学工学部）

誠（立教大学）
哲志（隠本都市建築研）

誠（東京学芸大学）
送大（立教大社会学部）
健二（法政大社会学部）

敬志（筑波大相会科学）

第27出］ 都市の語り出す物言語・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・宮回 登（筑波大歴史人類、）

第28国 江戸の都市言十嵐 江戸前島を中心としてー・・・・・・・・・・鈴木 深＂＇ （区立主主橋隠著書館）
第羽田 江戸の武家主霊敷について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・北原 糸子

第30回 江戸の被差別 6東京の被差別
ーもうひとつの江戸・東京一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大串 夏身（都立中央図書館）

第31[由 江戸東京の遊びーかるたを中心にーー・・・・・・・・・・・・・・・村井 信三｛村井かるた館）
第32厄i 森副島外の都市論・・・ 9 ・・・・・・・・・・・・岨・・・・・・・・・・・・・・・・石図 頼房（都立大都市セント）

第33国 東京都心部における空間利用形態・・・・・・・・・・・・・・・・・・llJ f 宗耳目（筑波大地球科学）

第34凶 「響きJとしての東京の衡なみー神田地区における
建物の形態が巡の音環境に及ぼす影響を中心に ・・・・鳥越けい子（サウンドスト7＇デγィン）

第35@] 東京の都市構造の変容とアジア系外国人問題・・・・・・・・英国 道大（fl:教大社会学部）

1990年1月～12fl
第36国 鶴経南北の幽霊・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・姐・・・横山 若手子（関際主主管教大学）

第37関 東京と近代詩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・行吉 正一（江戸東京博物館）
第38凶 問絡会うそいす谷アパートの建て替えをめそって

ーマンションの老柘イむと慾て替え問題一・・・・・・・・・・・・内田 雄造（東洋大学工学部）

第39回 東京の土車線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・前田 尚美（東洋大学工学昔日）
第40悶：i 江戸の地価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・伊藤 喜子 （関東近代史研究室長）
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第41伺 江戸のごみ処狸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・伊藤 好 一（関東近代史研究家）
第42回 都市農業と土地問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・石田 頼潟（都立大都市セント）
第43侶 天窓巡幸と「帝都」としての東京・・・・・・・・・・・・・・・・・・吉見 俊哉（東大新隠研究所）
第44也 江戸の名所・王子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・加藤 賢（北ぽ教育委員会）
第45回 土水からみた江戸の都市計磁・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・波多野 純（日本工業大工学部）
第46回 江戸名所絵における遠近法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ヘンリースミス（ゴEンピ7大学）
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1992年1.Fl～12.Fl
第58匪i 新措ヤミ市の復醇｛・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・松平 誠（立教大学）
第59回 鍬形恵斎筆の「黒髪UI縁起絵巻」と「II都名所開会」を

めそって・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小津 弘（裁布学魁女子短大）
第60[ij] 芝居町と観客一都市文イむのE主流をさぐるー・・・・・・・・・・小木 新進（江戸東京鐙史財団）
第61[ij] 「よ組」を中心とした広戸火消しの活動・・・・・・・・・・・・・鈴木 栄 （千代田区議員）
第62国 近代波書i人による伝統の発見・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・横山 泰子 rn壁際慕笥教大学）
第63田 博覧都市主I：戸東京・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・吉 Jjl, 俊哉（東大新院研究所）
第64回 読売から新翻まで・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・GE組LDG丑日掛！ER
第65U国 音の風韻と近代の忘れもの一大分県竹田市

瀧廉太郎総額整備計闘をめ寸ってー・・・・・・・・・・・・・・・・鳥越けい子（サウントコト7＇総書）
第66凶 三越否貨店が演出した文化生活・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・初回 亨（工学院大工学部）
第67屈 ヴェネツィアの経済宗路 交易・市場・織人一・・・・・・・・陣内 秀信（法政大学工学部）
第68隠 都市のまつり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・笛田 登（筑波大皇室史人類）

1993年1.Fl～12.Fl
第69[ij] 江戸、初販の土地問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・吉原健一郎（成城大文芸学部）
第70由 江戸勤若手武士の生活・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・竹内 誠（東京学芸芸大学）
第71回 江戸のおんな・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・杉浦日向－F（江戸風俗研究家）
第72回 大名競敷跡地Q:j主宅地開発麻布露間fの場合一・・・・・・加藤仁美（跡見学園短大）
第73郎 新説・日本近代住宅史・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・藤森 照信（東京大学生研）
第74毘 幻の東京オリンピックと万博・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・機村 英一（東京都立大学）
第75匿！ 東京市社会路と都市社会調査・・・・・－・・・・・・・・・・・・・・・・佐藤 健二（法政大社会学部）
第76屈 近代における東京の都市庶民住居の発展・・・・・・・.....il：函 嗣人（文佑庁文イむ財）
第77由 江戸の開1と京都の町・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小 JI! 保（清水建設側技研）
第78限 「まち」の死に立ち会うときー汐入をめ寸ってー・・・・・伊藤 毅（東大工学部建築）
第79田 谷中墓地をめぐって ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・森 まゆみ（谷根千工房）

1994年1FI～12.Fl

第80回 首都の葬送空間 江戸・東京の火葬場と纂地 ・・・・・・八木深 壮一（東京電機大学）
第81回 葬式のフオークロア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・宮侶 登（筑波大歴史人類）
第82回 東京一極集中と今後の課題

ーより豊かな都市空間をめざしてー・・・・・・・・・・・・・・・・東郷 尚武（東京市政調資会）
第83国 東京都政の50年・・・・・・・・・・・・・・・－－－－・・・・・・・・・・・・・・・大串 変身（昭和史子大短大）
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1995年1月～12月
第91沼 郡市と定術館と絵画一パIJ・ロンドンと日本一・・・・・・・小津
第泥沼 野村コレクション「小袖厚手風」とその清i辺・・・・・・・・・丸山
第93u~ 終戦直後の東京の生活をさ寸る資料・ー............・・・天皇？

第94悶 歌認闘のなかの東京 ・・園・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・大串
第95凶 江戸の器物文化・・・・・・・・園．．．．．．．．．．．．． ・・・・・・・・・泊中

第96回 江戸JR}j｛学への招待試論・・・・・・ ・・ a・・・・ ・・・・・・・小木
第97回 「境内」からみた三都

一三都の比較都市史序説一.......・・ E・・・・・・・・・・・・・・伊藤

第98罰 盛り場考・・・・・・・・・・ －・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・園・ー 神崎
第99間 近t立都市空織の創出過程について

都市構築の基盤材調達の視点から ・・・・ 。..・北原

第100回 江戸東京学への招待・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・ 1 ・・・・・1J、木
生活の舞命としての都市空間 F車内

i高撚
回中

弓 会 内 田
第101図 書店Tflの民俗学 色・音・匂の変佑ー・・・・・・・・・・・・・・・・ 小林

1996年1月～12月
第102回 向潤会柳島アパートの生iii・... ・・ ・・・・・・・・・・・・・・大月 敏雄（東京大学工学部）
第103回 向1盟会による復興まちづくりと普通住宅建設に

ついて・・・・・・・・・・・同・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・四 佐藤 滋（早大学理工学部）
第104凶 イ主文fむの体験の場としての博物館 ・・・・・・・・・・・・・・・ 小津 紀美子（東京学芸大学）

第105回 縁切寺 東擾寺とi詰徳寺 ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ 0 高木 ｛品（関東短期大学）

第106匝 考古学からみた江戸と他都市との比較・・・・・・・・・図司・・小林 克（歴史文化財i涜）
第107@1 日本パノラマ館と凌雲閣一浅草の2つの巨大建築i立、

当持の人々にどのような印象を残したかー・・・・・・・・・・平井
震災復興く大銀座〉の街並みから・・・・・・・・ －・・・・・・石Ill
明治初年の大火と貧富分離論・ ．．．．．．．．．．．，．．．．．石 ES
戦災復興計画の理念とその遺産一東京、｛出台、

名古屋、神戸、広島等をめ寸ってー・・・・・・・・・・・・・ 越沢

第111回 関東大震災後の東京の住宅地形成について・・・・・・・・・・藤間
第112@1 カフェーと殴茶店・ 固 a・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ －・・・・・・初回

弘（調布学関女子短大）
f申 I苦（歴史上4俗博物館）
路子
変身（昭和；女子火短大）
優子（法大第一教養部）
新造（江戸東京博物館）

毅（東京大学工学部）

宣武

糸子
新造（江戸東京博物館）
秀 frl（法政大学工学部）

秀蔚（国立西沖博物館）
俊子（法大第教養部）
雄造（東洋大学工学部）

忠雄（擦史民俗博物館）

第108回
第109回
第110図

1997年1月～12月
第113@] 織のアーバン・デザイン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・伊東

第114居 城下町大坂、江戸の都市設計・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・篠原
第115回東京都都市景銃マスタープラン

新たな景観まちづくりへの展関ー・・・・・・・・・・・・・・・・；（μ施
第116回 江戸・東京の湯屡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・松平

第117国江戸城から官城へ

皇腐を中心とする都市Sg慌の変容ー・・・・・・・・・・・・・・米田
第1181出 江戸藩邸物語・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・加線
第119屈 建築家、佐藤功ーと都市への視線・・・・・・・・・・・・・・・・・・米 ilJ

察（昭和女子大学）
宰窓（清水建設総務部）

頼房（工学院大学）

明（長岡i童形大学）
洋保（東京工業大学）

亨（工学院大学）

孝（日本大学）
修（東京大学工学部）

六郎（東京都）

誠（女子栄養大学）

雅子
資
奥（江戸東京静物館）
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第120国 明治の歌謡にみる東京・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大串 変身（附有JY:子大総大）
第121回 「江戸名所E里会Jと長谷川雪l'i.........・・・・・・・・・・・鈴水 素匁（江戸東京博物館）

第122居 間I奉行所・定火消屋敷・聖堂・上水
絵凶・凶産量にみる江戸の都市施設 ・・・・・・・・・・・・・・・波多野 純（H本工業大学）

第123回 参勤交代 豆大都市江戸のなりたち ・・・・・・・・・・・・・・原 史彦（江戸東京待物館）

1998年1!'l～12.Fl 
第124屈託永13年江戸城外地普請と問辺地域の変佑・ー・・・・・・・・！！！木 真（新術歴史博物館）
第125［盗関東・東［rJの部議史

b'fl落史の「見ff［しJ論議に引きつけてー・・・・・・・・・・藤沢 摘介（部溶解級研究所）
第126羽 明治郊の被差別部落

都市東京と植民地主義の言説編告IJからー・・・・・・・・・・友常 勉（部議解放研帰青）
第127国 関東大震災と朝鮮人虐殺事件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・石 Ill 貞（埼El斗和教育協）
第128図 版宿の空路構造一人気の秘密を君主史から読むー・・・・・・柳瀬 符ぷ（法政大学1学部）
第129出14黄浜市の市営住宅事業について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・水 ill 淑子（関東’字続矢子短大）
第130回 目白文伶村とその変貌・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・八木深 壮 （東京電機大学）
第131回 ｛主総研創立50年記念公凋フォーうム 9 ・・・・・・・・・・・・・・小木 新＠ (iirゴ東京博物館）

地域学の明日を考える 橋爪紳也（｝文書店続準大学）
結城登美雄（まちづくり7円ント）
森 まゆみ（作家）

司会．持内秀信 W＜政た学工学部）
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新巡（む戸東京博物館）
昭

良太
II院選（広島市京大学）

2000年1月～12月
第139181 「ニュースの誕生J If~ と江戸東京学・・・・・・・・・・・・・・・・木下 室之（東大総合研究博物館）

北原 糸子（東大社会情報研究所）
拡藤健二（東京大学大学院）
吉見俊哉（東大社会情報研究所）
寝深 遠三（神大常総文化研究所）

第140出 長崎出島の後原と「海を渡った大工道具展」・・・・・・・・西 和主（神奈川大学）
千野香織（学習院大学）
波多野 純（Iヨ本工業大学）

第141回l大久保にみる都市の国際1~ ......・・・・・・・・・・・・・・・・・・稲葉 佳子（俗）γトアカニンゲ）

第142白 神凶多町一震災復興の「まち」から兇えるものー・・・・小藤田 IE夫（千代田区まちづく公社）
第143出 築地 横浜の外庖人コミュニティ・・・・・・・・・・・・・・・・・森 E日 照子（お茶の水女子大学）
第144回 江戸東京フォーラムの楽たした役部・・・・・・・・・・・・・・・・太国博太郎（日本学士続）

小木新造（江戸東京博物館）
陣内秀信（法政大学工学部）

第145@] 遺跡から江戸の生活文イちを探る．．．．。．．．．．．．．．．．．．．・波多野 総（区本工業大学）

一江戸考古学最新情報一 後藤 '!If樹（千代田庶立四番町資料詣）
開木 真（新樹控室史博物燃）

弓会：小林 克（江戸東京博物館）

27 



江戸東京フォーラムについて

江戸東京フォーラムは 1986if. 5月に住宅総

合研究財団の助成研究として殺足し、 7月に第

1回フォーラムを調傑した。＇ii'if皮から、財[if]

委員会活動として、現jをにi＇っている。

当初の委員会は、小木新巡（江戸東京博物館

顧問）を委関長に、委員l立件！日1雄造（東洋大学

工学部教授）と縛内秀｛；＼（法政大学工学部教綬）

であった。メンバーは、建築史・都市計蔚ト慾史

学民俗学・社会学等の研究者等が中心である。

江戸東京フォーラムの民約は、都市機能が雑

然と滋ざりあって、極めて縞較した多重構造都

市 東京を、江戸から今日までの都市形成の発

展と、文佑変容の過程を 質した視座から学際

的にアブローチすることである。

具体的に、次のようなことを行った。第 1i立、

又ft発信都市「江戸東京Jを浮世絵や牌風絵の

史料から多角的にアブローチし、祝祭、燃楽、

風俗、モードやメディアにあらわれる都市の文

他的様相を読み解いた。第 2＇立、江戸掬月守と共

に始まった都市計画は柔軟で図有な都市を形成

してきた。その鷲史的連続性と都市の綬験を煎

いi査し、生活空路としての都市のコスモロジー

とアメニティを考えた。第 3＇立、江戸東京に住

まう人守は、いかにコミュニティを庁主づくって

きたか。生活の場としての住居、界隈での人づ

きあい、土や緑や音のE昌殿と環境の移り変わり

を見つめ、大都市のまちづくりのこれまでとこ

れからを再考した。

成果は、住宅総合研究財閥の助成研究として、

「住総研研究年報」 14号（1988年）に、財E現
の委員会活動として「伎総研研究年報J18～24 

号（！992～108年）に報告をした。また、当

財邸機関誌「すまいろん」の住総研fNEWS 

LETfERのページでも報告をしている。

「遺跡から江戸の生活文化を採る

一江戸考古学最新情報－J
201年 3fl 31 El発行＠

編集＝江戸東京フォーラム委員会
発行人＝峰政克義
発行2 財団法人住宅総合研究財団
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第 60ITUには「江戸東京を読む」を記念出版

し（筑摩書減、 1991 年）、あわせて、特別フォ

ーラム「友関町と観容」〈講師ー小木新進）を

開催した。第 100切にも「江戸東京学への招待」

と題して、文化Jk綴、都市誌策、生活誌濡の3
分冊を出版し（日本放送出版協会、 1995、199円、

1996年）、問テー？で記念フォーラム（議部．

小木新進・陣内秀傍・高階秀吉開.E日中優子、 '1］会

内問雄i草）を路燥した。

第 131罰（1998年）は、住当主総合研究財間

創立 50年記念フォーラム「地域学の開尽を考

えるJ（議部 小木新造・縞爪伸也・結城登美雄・

森まゆみ、弓会陣内秀信）を公開フォーラム

として開催した。以降、年 1ITU、公開フォーラ

ムを実施している。 1999年は第 138凶「地域

雑誌からみた町」（講師立壁正予野口由紀子

・大聖子頼子、司会ー森まゆみ）を、2000年は第 145

ITU「遺跡から江戸の生活文犯を探る 江戸考古

学最新情報 」を公開フォーラムとした。

現在、委員会は当初からの小木新進、 F車内秀

債の他に、 1998年度から波多野総（日本工業

大学）、森まゆみ（作家）、横山泰子（法政大学）、

吉見俊哉（東京大学社会情報研究所）で構成し、

より学際的なフォーラムを目指している。

フォーうムを企画するにあたり、委E司会では

:i'EIT習の基本柱をつくっている。その基本柱は、

( 1）「記憶」としての都市、（2）「地域研究」の

掘り下げ、（3）文ft学，期1市文イち学で「1920～30

年代をきる」、（4）情報調理の構築を江戸明治に学

ぶ、の4つである。

21世紀の「都市の時代」に向けて、江戸東

京フォーラムは東京のあり方を総合的都市研究

として今後も取り組み続けたい。

住宅総合研究財団について

当財閥は、 1948（昭和23）年、当時の窮迫した
住弔問題を、住宅の総合研究、および成果の公
開・実践・普及によって解決することを呂的に、
当時の清水建設校長・清水康雄氏の私財のー部
を基金として設立された財毘法人である。
以来50数年、現在は住宅に演する研究助成事

業を中心に、シンポジウムの開催、機関誌「す
まいろん」の発行などの活動を続けている。

・基本財産 23f:患久90万円（2C J0.3現在）
年部事業費 8億円
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